
調
査
報
告
七
十
六

内
題
「
光
源
氏
物
語
系
図
」
。
序
無
し
。
片
面
十
行
×
行
十
五
字
内
外
。
正
編
は
太
政
天
皇
（
桐
壺
帝
）
と
そ
の
兄
弟
か
ら
始
ま
り
、
系
譜

毎
に
ま
と
め
る
。
各
人
物
に
簡
略
な
解
説
を
施
し
、
朱
筆
で
系
線
を
引
く
。
巻
末
に
は
「
系
図
之
外
人
桟
幹
雑
麩
辨
諏
叫
者
加
」
と
し
て
、
正
編
の

系
譜
に
入
ら
な
か
っ
た
人
々
を
巻
毎
に
列
挙
。
巻
名
の
下
に
は
年
立
や
並
び
等
を
記
す
。
列
挙
し
た
人
名
の
下
に
は
簡
単
な
注
記
を
小
言
き
し

全
四
十
六
丁
。
折
本
の
表
面
の
み
書
写
。

新
旧
二
重
木
箱
入
り
。
新
装
説
外
箱
。
内
箱
は
上
蓋
中
央
に
「
源
氏
物
語
系
図
三
条
西
三
光
院
実
澄
公
真
跡
」
と
墨
書
、
上
蓋
左
下
隅
と

側
面
に
「
子
第
一
七
八
号
」
の
紙
票
を
貼
付
。

写
本
（
折
本
）
一
冊
。
表
紙
寸
法
縦
十
七
・
二
×
横
十
七
・
川
糎
。
花
鳥
文
様
細
薄
茶
色
椴
子
表
紙
。
中
央
に
、
地
害
題
篭
貼
付
。
題
篭
寸

法
縦
十
四
・
○
×
横
二
・
七
柳
。
題
字
「
源
氏
物
語
系
図
」
。
黒
地
に
金
泥
量
金
箔
砂
子
散
ら
し
見
返
し
。
本
文
料
紙
鳥
の
子
（
裏
打
ち
済
）

一
書
誌
一

常
磐
松
文
庫
蔵
「
伝
三
条
西
実
澄
筆
源
氏
物
語
系
図
』
翻
刻
。

一
解
題

上
野

英
子
解
説
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と
あ
り
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
記
さ
れ
た
七
代
目
古
筆
家
了
延
の
も
の
。

ま
た
「
極
二
枚
」
と
表
書
き
し
た
料
紙
に
包
ま
れ
て
、
次
の
極
札
二
枚
が
あ
る
。
一
枚
は
、

（
表
耆
き
）
「
三
条
西
殿
実
澄
公
御
筆
癖
祇
鋤
帰
系
図
（
琴
山
）
印
」

（
裏
書
き
）
「
光
源
氏
物
語
系
図
趣
酬
鞘
曄
中
秋
一
冊
咋
（
栄
）
印
」

と
あ
る
も
の
で
、
二
代
目
古
筆
家
了
栄
の
極
め
。
残
る
一
枚
は
、

（
表
書
き
）
「
三
光
院
殿
実
澄
公
源
氏
系
図
（
守
村
）
印
」

た
り
、
肩
に
鉤
点
を
施
す
こ
と
も
あ
る
。
文
末
に

本
云此
物
語
系
図
去
長
享
二
年
／
春
之
比
肖
柏
等
相
談
之
訪
宗
祇
／
法
師
指
南
粗
所
清
書
之
本
也
被
／
引
余
習
以
件
愚
本
染
禿
筆
／
不
可
出

窓
外
者
也
／
永
正
第
九
臘
月
二
十
七
日
／
老
塊
散
木
御
判
／
巻
々
年
紀
為
備
忽
忘
大
概
注
付
之
／
永
正
十
二
八
／

此
一
冊
依
羽
州
霜
客
／
碩
与
懇
命
於
燈
下
卒
／
馳
秋
毫
深
可
禁
外
見
／
而
己
／
天
文
甲
辰
暦
中
秋
戌
午
／
亜
槐
（
花
押
）

と
あ
る
。
永
正
九
年
二
五
一
二
）
三
条
西
実
隆
の
本
奥
耆
、
同
十
年
の
注
記
奥
耆
、
さ
ら
に
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
の
「
亜
槐
」
（
大

納
言
）
書
写
奥
書
と
、
以
上
三
種
の
奥
書
を
も
つ
。
全
冊
一
筆
。
旧
蔵
者
の
印
記
無
し
。

な
お
該
耆
に
は
三
番
目
の
書
写
奥
書
「
亜
槐
」
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
古
筆
家
の
証
文
と
極
め
二
枚
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

証
文
一
通
は
「
実
澄
公
源
氏
物
語
系
図
／
証
文
」
と
表
書
き
し
た
料
紙
に
包
ま
れ
た
鳥
の
子
で
、

（
裏
書
き
）
「
源
氏
物
語
系
図
諦
鉢
軽
剛
輌
州
ア
リ
（
了
延
）
印
」
。

（
表
書
き
）
「
源
氏
物
語
系
図
一
冊
／
三
条
西
三
光
院
実
澄
公
／
真
跡
無
疑
者
也
／
享
保
十
二
年
／
仲
秋
下
旬
／
古
筆
了
延
（
琴
山
）

（
裏
書
き
）
白
紙
。

印
」
。
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等
と
あ
る
。

そ
し
て
実
隆
は
そ
の
後
も
何
度
か
こ
れ
を
書
写
し
て
い
っ
た
ら
し
く
、
彼
の
日
記
に
は
系
図
書
写
に
関
す
る
記
述
が
散
見
す
る
。
ま
た
現
存

す
る
実
隆
系
図
を
み
て
も
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
、
明
応
八
年
二
川
九
九
）
、
文
亀
四
年
（
一
五
○
四
）
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
と
、

四
極
の
実
隆
奥
書
を
も
つ
伝
本
群
が
あ
る
。
次
に
こ
の
四
種
の
実
隆
奥
書
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

光
源
氏
の
物
語
系
図
と
い
ふ
事
、
い
づ
れ
の
世
よ
り
出
き
た
り
、
た
れ
人
の
し
わ
ざ
な
り
と
い
ふ
事
を
し
ら
ず
。
異
同
ま
ち
／
、
に
し
て

是
非
わ
き
ま
へ
が
た
し
。
さ
だ
め
て
展
転
書
写
の
あ
や
ま
り
な
る
べ
し
。
此
こ
ろ
此
物
語
に
心
ざ
す
と
も
が
ら
、
三
四
ケ
年
が
ほ
ど
た
が

ひ
に
あ
ひ
か
た
ら
ひ
、
五
十
余
帖
の
う
ち
し
っ
か
に
ひ
ら
き
見
て
、
煩
乱
を
か
り
た
い
ら
ぎ
、
浮
訶
を
き
り
き
る
。
就
中
氏
族
た
し
か
な

ら
ず
前
後
見
え
ざ
る
と
も
が
ら
を
一
巻
／
、
に
を
き
て
、
一
人
ひ
と
り
を
し
る
せ
り
。

一
実
隆
の
源
氏
物
語
系
図
と
永
正
奥
書
本
一

「
実
隆
公
記
」
に
よ
れ
ば
、
三
条
西
実
隆
は
文
明
十
九
年
二
四
八
七
。
こ
の
年
長
享
と
改
元
。
実
隆
三
四
歳
）
五
月
頃
に
「
源
氏
物
語
系

図
」
を
作
り
始
め
、
翌
長
享
二
年
に
完
成
さ
せ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
長
享
二
年
四
月
二
十
六
日
条
に
は

肖
柏
入
来
、
源
氏
物
語
系
図
事
治
定
落
居
了
、
自
愛
／
、

初
代
了
佐
の
門
人
で
あ
っ
た
古
筆
一
村
系
に
伝
わ
る
「
守
村
」
印
が
捺
し
て
あ
る
も
の
。

三
人
の
古
筆
家
が
、
実
隆
の
孫
、
三
条
西
実
澄
筆
と
し
て
い
る
（
実
澄
は
号
三
光
院
。
元
実
世
改
実
澄
又
実
枝
）
・
筆
跡
と
い
う
観
点
か
ら

み
れ
ば
、
『
高
棄
帖
』
所
収
の
伝
三
条
西
実
世
筆
（
琴
山
極
め
）
和
歌
色
紙
・
早
稲
田
大
学
図
耆
館
蔵
伝
三
条
西
実
枝
筆
源
氏
物
語
等
の
筆
跡

と
比
較
す
る
に
、
似
通
っ
て
は
い
る
。
天
文
十
三
年
と
い
え
ば
、
実
澄
三
四
歳
。
既
に
実
世
と
改
名
し
て
お
り
、
正
二
位
権
大
納
言
の
官
に
あ

っ
た
の
で
「
亜
槐
」
と
称
し
て
も
問
題
は
な
い
。
但
し
奥
書
に
言
う
「
羽
州
濡
客
／
碩
与
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
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光
源
氏
物
語
系
図
往
々
流
布
之
古
本
、
煩
乱
頗
多
異
同
難
解
、
為
備
末
学
之
廃
忘
、
去
長
享
比
各
加
取
捨
校
合
害
一
本
畢
、
而
今
左
衛
門

尉
親
栄
依
数
寄
深
切
懇
望
之
間
、
凌
老
眼
染
凍
筆
、
定
有
遺
關
歌
、
見
者
宜
令
改
正
之
而
已

文
亀
甲
子
暦
仲
春
十
九
日
亜
槐
下
拾
遺
臣
藤
判

（
生
形
貴
重
氏
蔵
『
三
条
西
実
隆
筆
光
源
氏
物
語
系
図
」
「
大
谷
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
三
十
八
号
影
印
）

見
之
輩
補
其
遺
閾
而
已

明
応
第
八
中
元
前
二
日

右
系
図
旧
本
錯
乱
之
所
々
柳
加
潤
色
、
去
長
享
二
年
暮
春
之
比
令
抄
詑
処
、
不
期
而
及
前
左
槐
閣
下
賢
覧
、
遂
而
応
厳
旨
命
管
城
子
、
後

但
わ
ら
は
随
身
ご
と
き
其
品
か
ず
に
も
あ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
わ
ざ
さ
せ
る
せ
ん
な
き
も
の
に
い
た
り
て
は
、
是
を
の
ぞ
く
。
終
に
し
て
訶

論
潤
色
を
へ
、
則
書
写
校
合
を
と
ぐ
る
も
の
な
り
。
凡
か
の
物
語
は
代
々
の
も
て
あ
そ
び
物
と
し
て
家
／
、
の
注
尺
か
ず
お
ほ
し
と
い
へ

ど
も
、
桃
花
坊
の
禅
閤
の
花
鳥
余
情
を
抄
し
て
、
松
岩
寺
の
相
府
の
河
海
の
遺
漏
を
決
し
給
へ
る
に
過
た
る
は
な
か
る
べ
し
。
彼
序
に
も

の
こ
れ
る
を
ひ
ろ
ひ
、
あ
や
ま
り
を
あ
ら
た
む
る
は
、
先
達
の
し
わ
ざ
に
そ
む
か
ざ
れ
ば
、
後
生
の
と
も
が
ら
な
ん
ぞ
し
た
が
は
ざ
ら
ん

や
と
、
筆
を
の
こ
し
給
へ
れ
ば
、
今
の
系
図
の
を
も
む
き
此
義
理
に
ひ
と
し
く
定
め
を
け
る
中
に
も
、
な
を
あ
や
ま
り
な
き
に
あ
ら
ざ
る

く
し
。
将
来
君
子
必
こ
蚤
ろ
ざ
し
を
お
な
じ
く
す
べ
し
と
い
ふ
事
し
か
り
。
時
に
長
享
二
の
と
し
青
陽
の
三
月
、
こ
れ
を
し
る
し
を
は
り

ぬ
。
（
原
文
は
学
習
院
大
学
本
。
但
し
私
に
句
読
点
を
施
し
た
）

権
大
納
言
藤
原
実
隆

（
金
比
羅
宮
社
務
所
蔵
本
）

－70－



七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
長
享
本
奥
書
は
系
図
作
成
の
動
機
と
方
法
等
を
記
し
た
最
も
長
文
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
明
応
本
で
は
「
前
左

槐
閣
下
」
（
徳
大
寺
実
淳
か
）
の
要
請
に
よ
っ
て
言
写
し
た
と
し
、
文
亀
本
で
は
「
左
衛
門
尉
親
栄
」
（
実
隆
の
源
氏
講
釈
を
聴
聞
し
て
い
た
粟

屋
親
栄
）
の
懇
望
に
よ
っ
て
書
写
し
与
え
た
と
す
る
の
に
対
し
て
、
永
正
本
で
は
「
被
引
余
習
以
件
愚
本
染
禿
筆
不
可
出
窓
外
者
也
・
・
・
老
槐
散

木
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
隆
は
他
者
か
ら
の
要
請
に
拠
っ
て
で
は
な
く
、
自
家
の
保
存
用
に
書
写
し
た
よ
う
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
長
享
二
年
か
ら
永
正
九
年
ま
で
実
に
二
十
四
年
も
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
四
種
の
系
図
間
に
も
長
年
に
わ
た
っ

た
研
究
の
深
化
と
相
ま
っ
て
の
異
同
が
見
ら
れ
る
と
し
て
、
伊
井
春
樹
氏
は
実
隆
源
氏
物
語
系
図
の
変
遷
と
意
義
を
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て

い

る
、

実
隆
は
古
系
図
か
ら
出
発
し
て
、
長
享
二
年
本
で
は
伝
文
を
、
明
応
八
年
で
は
人
物
配
列
構
造
を
確
立
し
、
文
亀
四
年
本
で
は
両
巻
を

統
合
す
る
と
と
も
に
、
永
正
九
年
本
で
は
さ
ら
に
左
大
臣
に
関
し
て
の
改
訂
を
加
え
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
永
正
一
七
年
本
が
書
写
さ
れ
て

い
る
が
、
内
容
的
に
は
も
は
や
新
た
に
筆
を
加
え
る
こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
永
正
九
年
本
と
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
諸
本
の
う
ち
文
亀
四
年
本
が
も
っ
と
も
多
く
流
布
し
た
よ
う
で
、
版
本
も
そ
の
系
統
を
引
く
の
に
よ
っ
て
そ
の
様
相
が
知
ら

れ
る
。
会
源
氏
物
語
古
注
釈
史
の
研
究
」
昭
和
五
五
年
桜
楓
社
Ｐ
郷
～
”
）

永
正
本
の
特
色
と
も
い
え
る
左
大
臣
の
項
目
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
説
明
し
よ
う
。
伊
井
氏
に
よ
れ
ば
、
実
隆
は
長
享
本
か
ら
文

此
物
語
系
図
去
長
享
二
年
春
之
比
、
肖
柏
等
相
談
之
訪
宗
祇
法
師
指
南
、

被
引
余
習
以
件
愚
本
染
禿
筆
。
不
可
出
窓
外
者
也
。

永
正
第
九
臘
月
二
十
七
日

巻
々
年
紀
為
備
忽
忘
大
概
注
付
之
永
正
十
二
八

粗
所
清
書
之
本
也
。

老
塊
散
木
御
判

（
書
陵
部
蔵
本
）
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亀
本
ま
で
は
御
行
か
ら
真
木
柱
巻
ま
で
の
左
大
臣
と
梅
枝
巻
の
左
大
臣
を
別
人
と
し
て
い
た
。
し
か
し
永
正
本
に
な
る
と
こ
れ
を
同
一
人
物
と

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
冷
泉
院
女
御
と
藤
壺
女
御
も
姉
妹
関
係
に
変
わ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

左
大
臣
Ｊ
み
ゆ
き
よ
り
槙
柱
に
い
た
り
て
の
左
大
臣
此
人
な
る
へ
し

ｒ
女
御
冷
泉
院
御
位
の
時
代
の
女
御
ま
き
は
し
ら
に
み
ゆ

峠
ｌ
大
蔵
卿

ｌ
修
理
大
夫

ｌ
女
御

ｌ
女
子

ｌ
藤
壺
女
御

ｌ
藤
壺
の
女
御

左
大
臣
ｌ
ｊ

梅
か
え
の
左
大
臣
わ
か
な
上
の
も
と
の
人
な
る
へ
し

た
れ
と
も
な
し

此
二
人
女
御
の
ひ
と
つ
御
は
ら
に
は
あ
ら
す

冷
泉
院
御
位
の
時
女
御
ま
き
柱
に
み
ゆ

み
ゆ
き
よ
り
ま
き
柱
梅
枝
の
左
大
臣
わ
か
な
上
の
も
此
人
な
る
へ
し

今
上
春
宮
の
御
時
よ
り
参
給
し
か
、
明
石
の
中
宮
に
お
さ
れ
給
き
女
二
宮
は
か
り
を
う
み
奉
り
う
せ
給
よ
し
宿
木
に

み
え
た
り
又
梅
枝
に
麗
景
殿
と
き
こ
え
し
三
君
な
る
へ
し

此
二
人
女
御
ひ
と
つ
御
は
ら
に
は
あ
ら
す

今
上
春
宮
の
御
時
よ
り
ま
い
り
給
し
か
、
明
石
中
宮
に
を
さ
れ
給
き
女
二
宮
は
か
り
を
う
み
奉
り
う
せ
給
よ
し
宿

木
に
み
え
た
り
又
梅
枝
に
麗
景
殿
と
聞
え
し
三
君
此
人
に
や

（
尊
経
閣
文
庫
蔵
長
享
奥
書
本
）
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ま
た
永
正
本
の
段
階
に
な
っ
て
実
隆
が
新
た
に
付
け
加
え
た
編
集
上
の
特
色
と
し
て
、
私
に
次
の
二
点
も
追
加
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

第
一
は
列
挙
部
分
の
題
と
注
記
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
隆
本
源
氏
系
図
で
は
正
編
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
正
編
に
入
ら
な
か

っ
た
所
謂
〈
系
譜
外
の
人
々
〉
を
列
挙
す
る
と
い
う
構
成
が
と
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
永
正
本
の
段
階
に
至
っ
て
、
こ
の
系
譜
外
人
々
列
挙
部

分
の
題
と
割
注
の
本
文
が
変
化
、
そ
れ
ま
で
は

と
な
る
。
〈
今
案
を
以
て
巻
毎
に
系
図
に
載
せ
な
か
っ
た
人
々
を
記
し
た
。
但
し
童
や
随
身
な
ど
は
収
録
し
な
か
っ
た
〉
と
い
う
断
り
吾
き
に

代
わ
っ
て
、
〈
系
図
外
の
人
々
を
巻
毎
に
記
し
た
。
同
一
人
物
が
数
巻
に
わ
た
っ
て
重
出
し
た
場
合
に
は
、
朱
点
を
打
っ
た
。
こ
れ
は
今
回
の

処
理
判
断
で
あ
る
〉
と
い
う
注
記
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

本
文
に
沿
っ
て
こ
の
注
記
を
確
認
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
王
命
婦
。
初
出
の
若
紫
巻
で
は
「
王
命
婦
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
た
が
、
紅
葉
賀

で
再
録
さ
れ
た
時
点
で
「
、
命
婦
王
命
婦
也
」
と
鉤
点
が
付
き
、
以
後
は
葵
で
「
、
王
命
婦
」
、
須
磨
で
「
、
王
命
婦
」
、
最
後
の
薄
雲
巻
で
は

「
、
王
命
婦
御
く
し
け
殿
に
う
つ
り
て
ま
い
れ
り
」
と
朱
鈎
点
が
打
た
れ
て
い
る
。

第
二
は
、
こ
の
後
編
部
分
で
永
正
本
の
み
各
巻
名
の
下
に
、

桐
壺
源
氏
自
誕
生
至
十
二
歳
巻
末
有
送
年
之
意
巻
初
又
同

シ
」
辛
め
つ

た
も
の
が
、
永
正
本
に
な
る
と

系
図
之
外
人
捲
鍔
樒
津
雌
同
人
荷
加
朱
占

不
載
系
図
人
々
”
琴
嘩
莞
轄
率
痙
載
之

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
永
正
奥
書
本
）

（
尊
経
閣
文
庫
蔵
長
享
二
年
奥
書
本
）

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
永
正
奥
耆
本
）
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【
永
正
奥
書
本
の
諸
本
｝

以
上
、
実
隆
の
源
氏
系
図
に
お
け
る
永
正
本
の
位
相
に
つ
い
て
概
説
し
て
き
た
。
永
正
年
間
奥
書
を
も
つ
実
践
本
は
、
内
容
か
ら
み
て
も
間

違
い
な
く
永
正
本
と
判
断
で
き
る
の
だ
が
、
同
じ
永
正
本
系
列
の
も
の
と
し
て
、
宮
内
庁
耆
陵
部
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
・
前
田
育
徳

会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
九
州
大
学
図
書
館
細
川
文
庫
蔵
本
そ
の
他
が
あ
る
。

試
み
に
、
こ
れ
ら
五
種
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
須
磨
」
「
す
ま
」
と
い
っ
た
漢
字
平
仮
名
表
記
法
の
相
違
、
「
紫
上
」
「
紫
の
上
」
と

い
っ
た
連
体
助
詞
の
有
無
に
よ
る
相
違
、
「
給
」
「
給
ふ
」
と
い
っ
た
送
り
が
な
の
相
違
、
「
御
」
や
「
宮
」
の
有
無
な
ど
と
い
っ
た
小
異
が
圧

倒
的
に
多
い
の
だ
が
、
耆
陵
部
本
と
実
践
本
と
は
異
同
が
少
な
く
、
用
字
法
ま
で
殆
ど
一
致
す
る
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
数
こ
そ
少
な
い
も
の

の
、
特
に
目
立
っ
て
大
き
な
異
同
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
を
と
り
挙
げ
て
み
よ
う
。

①
と
き
こ
ゆ
（
実
・
前
・
国
・
九
）
Ｉ
に
あ
か
ら
せ
た
ま
ふ
と
き
こ
ゆ
（
害
）

こ
れ
は
秋
好
中
宮
の
注
「
御
法
に
皇
后
宮
と
き
こ
ゆ
」
（
実
践
本
１
才
）
の
く
だ
り
で
あ
る
。
実
践
本
を
初
め
と
す
る
諸
本
が
「
と
き
こ
ゆ
」

巻
々
年
紀
為
備
忽
忘
大
概
注
付
之
永
正
十
二
八

と
い
う
奥
言
に
関
連
す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
永
正
九
年
の
実
隆
本
奥
書
に
加
え
て
、
同
一
○
年
の
日
付
が
入
る
こ
の
奥
書
も
ま
た
実
隆
の

も
の
で
あ
り
、
彼
は
自
家
保
存
用
と
し
て
書
写
し
た
数
ヶ
月
後
に
、
今
度
は
年
立
や
並
び
を
書
き
加
え
た
と
判
断
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

空
蝉
十
六
歳
堅
並
也

と
い
っ
た
年
立
や
並
び
の
記
述
が
加
わ
っ
た
点
で
あ
る
。
巻
名
下
の
か
か
る
注
記
も
永
正
本
以
前
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
永
正
本

に
あ
る

箒
木
十
，
六
歳
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④
梅
か
え
に
（
実
・
前
・
九
）
ｌ
梅
枝
に
明
石
の
中
宮
春
宮
へ
ま
い
り
給
は
ん
と
て
の
時
（
害
・
国
）

式
部
卿
宮
の
息
で
あ
り
、
薄
雲
女
院
の
甥
に
あ
た
る
源
中
納
言
の
注
で
あ
る
。
「
藺
に
左
兵
衛
督
梅
か
え
に
六
条
院
よ
り
双
紙
か
、
せ
給
し

人
」
（
同
過
オ
）
の
く
だ
り
。
②
③
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
、
し
か
も
こ
こ
で
も
書
陵
部
本
と
国
会
本
の
本
文
の
方
が
詳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い

③
の
り
ゆ
み
の
日
（
実
・
前
・
九
）
ｌ
の
り
ゅ
み
の
日
右
衛
門
督
と
お
な
し
く
（
書
・
国
）

こ
れ
も
夕
霧
の
息
中
納
言
の
注
で
、
「
又
匂
宮
の
巻
に
の
り
ゆ
み
の
日
出
仕
せ
し
人
」
（
同
７
才
）
の
く
だ
り
。
い
ず
れ
の
本
文
で
も
文
意
は

通
り
、
こ
こ
で
も
②
同
様
、
耆
陵
部
本
と
国
会
本
は
少
し
詳
し
い
共
通
異
文
と
な
っ
て
実
践
本
と
対
立
し
て
い
る
。
な
お
実
隆
源
氏
系
図
で
は

文
亀
本
ま
で
前
者
の
本
文
。

②
御
か
た
（
実
・
前
・
九
）
Ｉ
御
か
た
む
か
へ
て
（
害
・
国
）

夕
霧
の
息
中
納
言
（
藤
内
侍
の
す
け
腹
）
の
注
で
、
「
六
条
院
夏
の
御
か
た
や
し
な
ひ
給
次
郎
君
」
（
同
７
オ
）
の
く
だ
り
で
あ
る
。
「
六
条

院
夏
の
御
か
た
（
花
散
里
こ
が
「
や
し
な
ひ
給
次
郎
君
」
と
し
て
も
「
（
自
邸
に
）
む
か
へ
て
や
し
な
ひ
給
次
郎
君
」
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

文
意
は
通
る
。
耆
陵
部
本
と
国
会
本
の
み
少
し
詳
し
い
後
者
の
本
文
を
と
る
が
、
実
隆
源
氏
系
図
で
は
文
亀
本
ま
で
前
者
の
本
文
と
な
っ
て
い

と
あ
る
の
に
対
し
て
、
書
陵
部
本
の
み
「
に
あ
か
ら
せ
た
ま
ふ
と
き
こ
ゆ
」
と
す
る
。
し
か
し
「
皇
后
宮
と
き
こ
ゆ
」
あ
る
い
は
「
皇
后
宮
に

あ
か
ら
せ
た
ま
ふ
」
な
ら
ば
文
意
は
通
る
が
耆
陵
部
本
の
「
あ
か
ら
せ
た
ま
ふ
と
き
こ
ゆ
」
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
実
隆
源
氏
系
図
で
も
文
亀

本
ま
で
は
前
者
（
「
と
き
こ
ゆ
」
）
の
本
文
を
と
る
。
書
陵
部
本
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
本
も
当
該
箇
所
に
傍
点
が
施
さ
れ
て
あ
る
。

７
，
く
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⑦
き
こ
え
き
（
実
・
前
・
九
）
ｌ
き
こ
え
き
浮
舟
に
う
せ
給
と
あ
り
（
害
・
国
）

二
条
太
政
大
臣
の
娘
で
、
頭
中
将
の
正
妻
と
な
っ
た
致
仕
大
臣
室
の
注
で
あ
る
。
「
四
君
と
き
こ
え
き
」
（
同
加
オ
）
の
く
だ
り
。
②
③
④
と

同
様
、
書
陵
部
本
と
国
会
本
が
共
通
異
文
を
な
し
て
実
践
本
と
対
立
し
、
か
つ
詳
細
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
隆
源
氏
系
図
で
は
長

享
本
か
ら
文
亀
本
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
注
は
前
者
の
本
文
で
共
通
し
て
お
り
、
か
つ
浮
舟
巻
に
致
仕
大
臣
室
の
物
故
を
語
っ
た
記
述
は
見
あ

⑤
に
て
右
大
将
を
（
実
・
書
）
Ｉ
に
権
大
納
言
に
て
右
大
将
を
（
前
・
国
・
九
）

致
仕
太
政
大
臣
（
頭
中
将
）
の
注
で
「
う
す
雲
に
て
右
大
将
を
兼
す
」
（
同
哩
オ
）
の
く
だ
り
。
実
践
本
と
書
陵
部
本
と
が
一
致
し
、
か
つ

書
陵
部
本
と
国
会
本
と
が
対
立
し
た
例
で
あ
る
。
頭
中
将
は
薄
雲
巻
で
は
権
大
納
言
と
右
大
将
を
兼
帯
し
て
お
り
、
後
者
の
本
文
が
正
確
。
文

亀
本
ま
で
の
実
隆
源
氏
系
図
で
も
後
者
の
本
文
を
と
る
。
「
権
大
納
言
」
の
前
後
で
「
に
」
「
に
て
」
と
類
似
し
た
字
句
が
重
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
前
者
は
後
者
の
目
移
り
に
よ
る
欠
落
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
い
へ
る
も
（
実
）
Ｉ
侍
し
も
若
菜
上
ま
り
の
時
兵
衛
佐
大
夫
と
い
へ
る
も
（
耆
・
国
・
前
・
九
）

致
仕
太
政
大
臣
の
息
で
あ
り
、
柏
木
や
紅
梅
の
弟
に
あ
た
る
頭
中
将
と
蔵
人
少
将
の
二
人
に
つ
い
た
注
で
あ
る
。
「
此
二
人
ま
ほ
ろ
し
の
巻

に
…
」
で
始
ま
り
、
そ
の
最
後
に
「
…
以
上
を
と
め
に
少
納
言
兵
衛
佐
侍
従
大
夫
と
い
へ
る
も
こ
の
人
々
な
る
へ
し
」
（
同
肥
オ
）
と
あ
る
と

こ
ろ
で
、
実
践
本
の
み
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
実
隆
源
氏
系
図
で
は
文
亀
本
ま
で
後
者
の
本
文
に
な
っ
て
お
り
、
「
侍
し
も
」
「
い
へ

る
も
」
と
前
後
に
「
も
」
が
重
出
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
践
本
の
目
移
り
に
よ
る
誤
写
か
も
し
れ
な
い
。

る
。
実
隆
源
氏
系
図
で
は
文
亀
本
ま
で
前
者
の
本
文
。
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そ
の
兼
成
が
源
氏
系
図
を
書
写
し
た
の
が
晩
年
の
天
正
二
十
年
、
実
践
本
の
書
写
奥
書
天
文
十
三
年
よ
り
四
十
八
年
後
の
こ
と
に
な
る
。
か

か
る
兼
成
自
筆
本
を
底
本
と
し
た
国
会
本
の
本
文
だ
が
、
書
陵
部
本
と
お
お
よ
そ
足
並
み
を
揃
え
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
但
し
表
記
法
や

連
体
助
詞
に
お
い
て
は
、
書
陵
部
本
ほ
ど
実
践
本
と
の
一
致
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
竹
川
」
を
「
竹
河
」
と
表
記
し
た
り
「
按
察
」
を
「
按

に
い
う
「
孫
童
」
が
兼
成
で
あ
っ

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

天
正
廿
壬
辰
仲
夏
中
旬
椎
中
納
言
兼
成
秀
齢
七
十
九

文
化
試
年
乙
丑
仲
夏
中
旬
哺
月
亭
主
人
謹
言
写
焉

本
奥
耆
に
い
う
「
権
中
納
言
兼
成
」
と
は
水
無
瀬
兼
成
の
こ
と
。
正
二
位
権
中
納
言
が
極
官
で
、
慶
長
五
年
に
出
家
、
同
七
年
に
八
十
九
才
で

死
去
し
た
人
物
で
あ
る
。
三
条
西
実
枝
（
天
正
七
年
に
正
二
位
内
大
臣
で
出
家
、
同
年
六
十
九
才
で
示
寂
）
よ
り
三
才
年
下
で
、
徳
岡
涼
氏
の

指
摘
に
よ
れ
ば
、
実
隆
家
集
『
再
昌
草
』
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
十
一
月
時
の
訶
耆

叩
納
言

廿
八
日
孫
童
一
一
恥
、
水
無
瀬
の
養
子
に
つ
か
は
す
と
て
、
思
ひ
つ
、
け
し

立
そ
ひ
て
松
に
小
松
の
末
と
を
く
ま
も
ら
ん
千
世
の
日
影
を
そ
思
ふ
二
私
家
集
大
成
Ｖ
、
二
七
六
六
』
）

に
い
う
「
孫
童
」
が
兼
成
で
あ
る
と
い
う
今
年
報
」
加
号
所
収
「
常
磐
松
文
庫
蔵
「
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
耆
』
解
題
」
）
か
ら
、
実
澄
の
弟

書
陵
部
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
（
①
）
や
、
実
践
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
（
⑥
）
を
含
み
つ
つ
も
、
こ
の
両
本
が
対
立
し
た
時
は

実
践
本
の
方
が
文
亀
本
ま
で
の
実
隆
系
Ｍ
と
一
致
す
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
更
に
実
践
本
と
書
陵
部
本
が
対
立
し
、
国
会
本
は
書
陵
部

本
と
共
通
異
文
を
と
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
さ
て
こ
の
国
会
本
は
、
永
正
九
・
一
○
年
の
実
隆
奥
書
の
あ
と
に
次
の
よ
う
な
二
種
の

奥
書
を
持
っ
て
い
る
。

た
ら
な
い
。
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察
使
」
と
表
記
し
た
り
と
い
っ
た
点
で
国
会
本
書
写
者
（
咄
月
亭
主
人
）
の
個
性
が
垣
間
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。

前
田
育
徳
会
尊
経
間
文
庫
本
に
は
次
の
よ
う
な
五
種
の
奥
書
が
入
っ
て
い
る
。

ａ
右
系
図
旧
本
錯
乱
之
所
柳
加
潤
色
去
長
享

二
年
暮
春
之
比
令
抄
詑
処
不
期
而
及
前
左

槐
閣
下
賢
覧
遂
而
応
厳
旨
命
管
城
子
了

。

明
応
第
八
中
元
前
二
日

ｂ
此
系
図
之
写
本
紹
巴
法
橋
以
本
写
耆
之
云
々
其

後
伏
見
殿
貞
敦
親
王
以
御
筆
之
本
諏
雌
麩
馥
也
足

数
篇
令
校
合
少
々
不
足
之
所
書
加
之
者
也

〔

伏
見
殿
典
飛
本
奥
灘

此
物
語
系
図
去
長
享
二
年
春
之
比
肖
柏
等
相
談
之

訪
宗
祇
法
師
指
南
粗
所
清
書
之
本
也
被
引
余

習
以
件
恩
本
染
禿
筆
不
可
出
窓
外
者
也
。

後
兄
之
輩
補
其
遺
閲
而
巳

水
正
第
九
臘
月
二
十
七
日

老遡
槐驚
散也
木

判 権
大
納
言
藤
原
実
隆
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』

九
州
大
学
図
耆
館
細
川
文
庫
蔵
本
は
流
麗
な
書
体
の
美
本
で
あ
る
。
し
か
し
永
正
本
の
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
①
永
正
本
の
奥
書
の
代
わ
り

に
長
享
本
奥
耆
を
転
記
す
る
（
こ
の
奥
耆
は
本
文
と
同
筆
）
、
②
全
体
的
に
仮
名
表
記
が
多
く
、
ま
た
「
同
上
」
を
「
上
に
お
な
し
」
等
と
訓

読
し
て
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
、
③
「
系
図
之
外
人
」
の
巻
名
下
に
年
立
や
並
び
の
記
述
が
な
い
、
④
欠
落
し
て
い
た
割
注
を
付
菱
に
書
い
て

貼
付
し
た
り
、
漢
字
表
記
の
人
名
や
官
職
名
の
脇
に
新
た
に
振
り
仮
名
を
記
し
た
小
紙
片
を
貼
付
す
る
、
な
ど
独
自
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

細
か
な
独
自
異
文
数
も
五
本
中
最
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
書
写
者
が
意
図
し
た
の
は
、
氷
正
本
を
忠
実
に
転
写
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
美
し
く

分
か
り
や
す
い
嫁
入
本
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
だ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
た
。

也
足
証
明
云

此
源
氏
物
語
系
図
者
伏
見
殿
鐡
雌
榊
締
馴
率
敦
親
王

真
筆
也
可
謁
奇
翫
為
証
明
珈
留
卑
跡
耳
実

慶
長
十
年
霜
月
二
日
也
足
豐
素
然
印

ａ
が
本
奥
書
、
ｂ
が
書
写
奥
耆
、
Ｃ
ｄ
が
校
合
本
の
奥
書
、
ｅ
が
校
合
本
に
あ
っ
た
通
勝
証
明
文
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
ｂ
の
書
写
年
代

は
具
体
的
な
年
代
記
載
こ
そ
無
い
も
の
の
ｅ
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
年
以
降
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
前
田
家
本
は
、
紹
巴
筆
明
応
本
を
底
本
に
し
た
と
す
る
も
の
の
（
奥
書
ａ
ｂ
）
、
伊
井
氏
が
指
摘
し
た
如
く
、
そ
の
中
身
は
永
正
本
と

変
わ
ら
な
い
。
明
応
本
の
奥
言
が
入
っ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
底
本
自
体
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
奥
書
Ｃ
ｅ
に

よ
れ
ば
伏
見
宮
筆
永
正
本
で
校
合
し
た
と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
記
述
は
、
本
文
の
随
所
に
異
文
注
記
が
あ
る
こ
と
、
「
系
図
之
外
人
」
で
各
巻

名
下
に
つ
い
た
年
立
や
並
び
の
注
記
等
も
異
文
と
し
て
耆
入
れ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
あ
る
程
度
は
実
態
に
即
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

e

一
校
了

巻
々
年
紀
為
備
忽
忘
大
概
注
付
之

永
正
十
二
八
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こ
れ
ら
と
比
較
し
て
実
践
本
に
は
誤
写
と
思
し
き
独
自
異
文
が
あ
る
も
の
の
、
意
図
的
な
改
変
を
ほ
の
め
か
す
独
自
異
文
は
な
く
、
ま
ず
は

底
本
を
忠
実
に
耆
写
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
書
写
奥
耆
に
い
う
「
亜
槐
」
な
る
人
物
が
実
澄
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
実
践
本
は
三
条
西

家
に
伝
わ
っ
て
い
た
実
隆
自
筆
の
永
正
本
を
三
四
才
の
実
澄
が
丁
寧
に
転
写
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
…
略
号
「
前
」

宮
内
庁
耆
陵
部
蔵
本
…
略
号
「
害
」

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
・
・
・
略
号
「
国
」

九
州
大
学
細
川
文
庫
蔵
本
…
略
号
「
九
」

一
上
段
の
翻
刻
で
は
原
文
に
即
し
た
行
取
り
を
し
、
下
段
に
は
当
該
行
の
校
異
を
記
し
た
。
な
お
校
異
が
複
数
行
に
ま
た
が
っ
た
時
は
、
そ

れ
に
対
応
し
て
翻
刻
の
方
に
も
空
行
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
翻
刻
の
折
山
に
は
」
１
オ
等
と
丁
付
を
施
し
た
。

一
翻
刻
・
校
異
と
も
に
、
原
則
と
し
て
旧
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
見
せ
け
ち
は
方
法
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ

て
当
該
文
字
の
傍
に
「
、
、
」
記
号
を
付
す
こ
と
で
そ
れ
を
示
し
、
傍
書
に
は
（
）
記
号
、
補
入
に
は
（
。
）
の
記
号
を
か
ぶ
せ
た
。

一
次
の
異
同
は
採
り
上
げ
な
か
っ
た
。
「
主
立
っ
た
校
異
」
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

一
上
段
に
実
践
本
を
翻
刻
し
、

略
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
常
磐
松
文
庫
蔵
『
伝
三
条
西
実
澄
筆
源
氏
物
語
系
図
」
翻
刻

凡
例

下
段
に
は
参
考
と
し
て
、
解
題
で
採
り
上
げ
た
永
正
系
諸
本
と
の
主
立
っ
た
異
同
を
掲
示
し
た
。
対
校
本
の
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常磐松文庫蔵「伝三条Pq実澄筆源氏物語系図」七十六

①
鈎
点
・
濁
点
・
訓
読
点
の
有
無
。
但
し
見
せ
け
ち
と
傍
点
は
採
用
し
た
。

②
「
ゑ
合
」
「
絵
合
」
等
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
等
表
記
法
の
相
違
に
よ
る
異
同
。
但
し
「
窪
麦
」
「
常
夏
」
、
「
閏
」
「
藤
は
か
ま
」

と
い
っ
た
当
て
字
の
相
違
は
採
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

③
「
給
ひ
し
」
「
給
し
」
等
、
送
り
が
な
の
有
無
に
よ
る
異
同
。
但
し
「
給
ひ
」
「
給
ふ
」
「
給
」
な
ど
、
送
り
が
な
の
有
無
に
よ
っ
て

活
用
形
に
相
違
が
生
じ
る
場
合
は
採
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

④
「
北
方
」
「
北
の
方
」
、
「
若
紫
巻
」
「
若
紫
の
巻
」
、
「
大
臣
室
」
「
大
臣
の
室
」
等
、
連
体
助
詞
「
の
」
の
有
無
に
よ
る
異
同
。

⑤
九
州
大
学
本
が
独
自
に
施
し
た
と
み
ら
れ
る
付
菱
に
記
さ
れ
た
、
人
名
や
官
職
名
等
の
読
み
仮
名
。

異
同
の
中
に
は
頭
に
＊
印
を
冠
し
て
、
私
に
説
明
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
「
系
図
之
外
人
」
で
人
物
名
の
列
挙
順
が
異
な
る
場
合
な
ど

も
、
翻
刻
の
人
名
下
に
＊
１
２
３
…
等
と
私
に
記
号
を
う
ち
、
校
異
で
は
＊
２
３
１
：
．
な
ど
と
記
し
て
掲
載
順
を
説
明
し
た
。

諸
本
の
奥
書
・
識
語
に
つ
い
て
は
既
に
解
題
で
詳
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
実
践
本
と
共
通
す
る
奥
書
に
限
っ
て
、
そ
の
本
文
異
同
を
掲

示
し
た
。
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桃
園
式
部
卿
宮
う
せ
給
よ
し
う
す
雲
の
巻
に
み

前
院
の
御
は
ら
か
ら
と
葵
に
み
え
た
り

冊
好
中
宮
輝
六
灸
御
息
”

●
太
上
天
皇
あ
ふ
ひ
の
巻
に
御
位
を
ゆ
つ
り
て
お
り

橦
斎
院
さ
か
木
に
賀
茂
の
い
っ
き
に
ゐ
給

う
す
雲
に
ち
嵐
の
御
ふ
く
に
よ
り

さ
せ
給
も
薗
そ
の
ゞ
宮
に
女
五
の

葵
に
斎
宮
に
た
ち
給
み
を
つ
く
し

都
へ
か
へ
ら
せ
給
ゑ
合
に
内
に
ま

梅
壺
と
申
き
を
と
め
に
中
宮
に
た

御
法
に
皇
后
宮
と
き
こ
ゆ

給
榊
の
巻
に
か
く
れ
給
ぬ
桐
壺
の

光
源
氏
物
語
系
図

ふて
お
り

宮 窪
え
芳
猴
り

い
り
給
て

子
つ
」
１
オ

に 冊
山

給
Ｉ
〔
国
〕
給
ひ

た
ち
ｌ
〔
九
〕
た
ち
給

■
●
申
ｐ

と
き
こ
ゆ
ｌ
〔
書
〕
に
あ
か
ら
せ
た
ま
ふ
と
き
こ
ゆ

給
ｌ
〔
九
〕
給
ひ

の
巻
Ｉ
〔
国
〕
ナ
シ

ゆ
つ
り
て
ｌ
〔
国
〕
ゆ
つ
り

参
考
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

ｌ
女
五
宮
も
ゞ
そ
の
圃
宮
に
す
み
給
よ
し
樫
に
み
ゆ

ｌ
三
宮
院
の
ひ
と
つ
御
は
ら
也
摂
政
の
北
方
に

な
り
た
ま
ひ
ふ
ち
は
か
ま
に
か
く
れ
給

Ｉ
朱
雀
院
母
弘
徽
殿
大
后

桐
壺
の
巻
に
春
宮
葵
に
御
位
に
つ
き

給
み
を
つ
く
し
に
位
を
春
宮
に
ゆ
つ
り

わ
か
な
上
に
御
く
し
お
ろ
し
て
西
山
の

御
寺
に
す
ま
せ
給
同
巻
六
条
院
御
賀

の
所
に
一
院
と
申
此
御
か
と
也

ｌ
今
上
母
承
香
殿
女
御
」
２
ォ

あ
か
し
の
巻
に
一

つ
く
し
に
春
宮
梅
か
え
に
御
元
服

わ
か
な
下
に
位
に
つ
か
せ
給

と
あ
ひ
す
ま
せ
給

一
歳
と
み
ゆ
み
を

西
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

同
巻
ｌ
〔
九
〕
お
な
し
巻
に

所
に
Ｉ
〔
九
〕
ひ
し
り

母
弘
徽
殿
大
后
ｌ
〔
国
〕
ナ
シ
〔
前
〕
母
弘
徽
殿
院
大
后

な
り
た
ま
ひ
ｌ
〔
九
〕
成
た
ま
ふ

－83－



’
二
品
内
親
王
母
先
帝
源
氏
宮

わ
か
な
上
に
六
条
院
に
わ
た
り
て

同
下
に
二
品
し
給
柏
木
の
巻
に

薫
を
う
み
給
へ
り

ｌ
女
四
宮
わ
か
な
上
に
み
ゆ

ｌ
春
宮
趾
川
石
中
樹

わ
か
な
上
に
む
ま
れ
給
て
同
下

に
坊
に
ゐ
給

下
女
一
宮
わ
か
な
上
に
み
ゆ

ｌ
落
葉
宮
母
一
條
御
息
所

若
菜
下
に
柏
木
の
右
衛
門
督
の
北

方
に
な
り
給
後
に
夕
霧
の
大
将

か
た
ら
ひ
と
り
給

内
親
王
Ｉ
〔
九
〕
親
王

同
Ｉ
〔
九
〕
お
な
し
く

う
み
給
へ
り
ｌ
〔
九
〕
う
め
り

母
一
條
御
息
所
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
。
＊
付
菱
二
書
イ
テ
貼
付
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条凹実澄筆源氏物語系図」

ｒ
若
君
母
宇
治
中
君

式
部
卿
母
同
春
宮
」
３
ォ

に
ほ
ふ
宮
の
巻
に
夕
霧
の
中
の

匂
兵
部
卿
宮
母
同
ｔ

わ
か
な
下
に
む
ま
れ
給
匂
宮
の
巻
に

元
服
し
て
兵
部
卿
に
任
す
紫
上

や
し
な
ひ
給
し
三
の
宮
な
り

常
陸
宮
母
更
衣

匂
宮
巻
に
夕
霧
大
将
の
り
ゆ
み

の
か
へ
り
あ
る
し
嵐
給
し
日
兵
部
卿

宮
に
に
ほ
ひ
を
さ
れ
し
人
四
宮
と
き
こ
ゆ

君
を
え
て
六
条
院
の
寝
殿
を

や
す
み
所
に
し
給
二
の
宮
と
き
こ
ゆ

か
け
ろ
ふ
に
式
部
卿

や
と
り
き
の
巻
に
む
ま
れ
給

式
部
卿
Ｉ
〔
前
〕
式
部
卿
宮
／
同
春
宮
Ｉ
〔
前
九
〕
春
宮
に
ぉ
な
し

同
上
ｌ
〔
前
〕
同
〔
九
〕
上
に
お
な
し

給
ｌ
〔
九
〕
給
ひ

兵
部
卿
ｌ
〔
九
〕
兵
部
卿
宮

か
へ
り
ｌ
〔
国
〕
か
へ

人
ｌ
〔
国
〕
ナ
シ

－85－



六
条
院
母
桐
壷
更
衣

七
歳
に
て
源
の
姓
を
賜
り
十
二
に
て

女
二
宮
母
藤
壺
女
御

や
と
り
き
に
内
の
御
さ
た
に
て
薫

大
将
を
む
こ
に
と
り
給

中
務
宮
母
同
春
宮

お
な
し
の
り
ゆ
み
の
日
夕
霧
大
将
ま

ね
き
よ
せ
て
車
に
の
せ
給
し
五
の

宮
あ
つ
ま
や
に
大
宮
の
御
な
や
み
の

時
ま
い
り
給
又
や
と
り
き
に
上
野
の
み

こ
と
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
給
し
人
」
４
ォ

一
品
宮
母
春
宮
に
ぉ
な
し

こ
れ
も
紫
上
や
し
な
ひ
給
て
六
条

院
の
南
の
町
に
す
ま
せ
給
薫
大
将

心
か
け
た
て
ま
つ
り
き

姓
ｌ
〔
書
〕
性
／
賜
り
ｌ
〔
前
〕
給
り
〔
九
〕
給
り
て
〔
国
〕
給

た
て
ま
つ
り
き
Ｉ
〔
国
〕
た
て
ま
つ
り
し
人
か

同
春
宮
ｌ
〔
九
〕
東
宮
に
お
な
し

日
ｌ
〔
害
〕
ナ
シ
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

ｌ
夕
霧
左み

元
服
は
掻
き
木
に
中
将
紅
葉
賀
に

正
三
位
岬
誌
同
巻
に
宰
相
轆
誌
葵
に

大
将
す
ま
の
巻
に
す
ま
に
く
た
り
明
石

巻
に
都
に
か
へ
り
給
て
か
す
の
外
の
権
大

納
言
に
な
り
み
を
つ
く
し
に
内
大
臣

う
す
雲
に
御
位
そ
ひ
て
牛
車
の
宣
旨
を

か
う
ふ
り
乙
女
に
太
政
大
臣
藤
の
う
ら
葉
に

太
上
天
皇
の
尊
号
を
え
給
ふ

大 中 中 院る にに

納
言
わ
か
な
服

将
藺
に
宰
相
榊
諦
藤

行
幸
の
時
侍
従

大
臣
母
葵
上
Ｉ

同
巻
の
秋
除
目
に
か
う
ふ
り
給
朱
雀

元
服
し
て
あ
さ
き

を臣
砿
顕
竹
川
に
左
大
臣
辞
大
将

て
左
大
将
に
転
す
匂
宮
巻
脾

つ
く
し
に
内
春
宮
の
昇
殿
を
と
め

版
し
て
あ
さ
き
に
て
か
へ
り
の
ほ
」

に
右
大
将
同
下
に
大
納
言

に
な
ｈ
ノ
玉
か
つ
ら
に

の
う
ら
葉
に
権

V－
共

G

５
才

’
す
ま
に
Ｉ
〔
耆
国
〕
彼
浦
に
〔
九
〕
か
の
浦
に
〔
前
〕
か
の
う
ら
に

の
ほ
る
ｌ
〔
九
〕
の
ほ
り

同
巻
の
ｌ
〔
九
〕
お
な
し
き
巻
に
／
給
ｌ
〔
九
〕
え
給

な
り
Ｉ
〔
耆
国
九
前
〕
な
る

關
ｌ
〔
前
〕
藤
は
か
ま

同
下
に
ｌ
〔
九
〕
お
な
し
き
下
に

さ
大
臣
Ｉ
〔
耆
国
九
前
〕
右
大
臣

竹
川
Ｉ
〔
国
〕
竹
河
／
辞
大
将
Ｉ
〔
害
〕
辞
大
臣
〔
九
〕
大
将
を
し
す

乙
女
に
ｌ
〔
前
〕
乙
女
の
巻
に
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明
石
中
宮
母
明
石
上

み
を
つ
く
し
の
三
月
に
あ
か
し
の
浦
に

て
む
ま
れ
給
松
か
せ
に
京
に
の
ほ
り
て

大
ゐ
に
す
み
た
ま
ひ
う
す
雲
に
六
条

薫
右
大
将
母
朱
雀
院
女
三
呂

匂
宮
巻
に
元
服
し
て
四
位
侍
従
と
き

こ
ゆ
そ
の
秋
右
近
中
将
拝
四
お
な
し
巻
に

三
位
し
て
宰
相
に
な
る
岬
溺
竹
河
に

中
納
言
や
と
り
き
の
こ
月
直
物
に
椎

大
納
言
に
て
右
大
将
を
兼
す

右
衛
門
督
母
三
条
上

わ
か
な
下
朱
雀
院
御
賀
の
試
楽
の

中
宮
匂
宮
の
巻
に
皇
太
后
宮
」
６
ォ

院
へ
む
か
へ
給
藤
の
う
ら
葉
に
春
宮
へ

ま
い
り
て
淑
景
舎
と
き
こ
ゆ
御
法
に

ま
い
り
て
ｌ
〔
九
〕
ま
い
り

給
Ｉ
〔
国
〕
給
ひ
／
京
に
ｌ
〔
九
〕
京

大
ゐ
に
Ｉ
〔
国
〕
大
内
に
／
た
ま
ひ
ｌ

〔
九
〕
う
す
雲
の
ま
き
に

三
条
上
Ｉ
〔
前
〕
三
条
宮
（
上

下
Ｉ
〔
前
九
〕
下
に

朧
：
宰
相
に
な
る
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
／
年
Ｉ
〔
前
〕

竹
河
Ｉ
〔
前
〕
竹
川

二
月
Ｉ
〔
九
〕
三
月

国
九
〕
給
／
う
す
雲
に
Ｉ

歳
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系|叉l』

右
大
弁
母
三
条
上

匂
宮
の
巻
に
の
り
ゆ
み
の
日
出
仕
せ
し

人
椎
か
も
と
に
宇
治
へ
ま
い
り
た
る
よ
し

み
ゆ
わ
か
な
下
に
三
郎
君
と
い
へ
り

中
納
言
母
藤
内
侍
の
す
け

六
条
院
夏
の
御
か
た
や
し
な
ひ
給
次

郎
君
朱
雀
院
の
御
賀
の
試
楽
お
な
し

き
当
日
あ
に
君
と
お
な
し
く
ま
い
り
給

よ
し
若
菜
下
に
み
ゆ
又
匂
宮
の
巻
に

の
り
ゆ
み
の
日
出
仕
せ
し
人

時
わ
ら
は
に
て
ま
い
り
き
女
楽
の
夜
よ
こ

笛
ふ
く
と
み
え
た
り
匂
宮
の
巻
の
り
ゆ
み

の
日
出
仕
せ
し
人
又
匂
兵
部
卿
宮
宇
治
に

て
紅
葉
見
給
し
日
中
宮
の
御
使
に
て
ま

う
て
た
る
よ
し
あ
け
ま
き
の
巻
に
み
え
た
り

御
か
た
ｌ
〔
書
国
〕
御
か
た
む
か
へ
て
／
や
し
な
ひ
ｌ
〔
書
〕
や
し

な
い

巻
ｌ
〔
前
九
〕
巻
に

宮
ｌ
〔
書
〕
（
・
宮
）

ま
う
て
た
る
ｌ
〔
九
〕
ま
ふ
て
た
る
〔
国
〕
ま
う
て
侍
た
る

日
ｌ
〔
耆
国
〕
ナ
シ

の
り
ゆ
み
の
日
ｌ
〔
耆
国
〕
の
り
ゆ
み
の
日
右
衛
門
督
と
お
な
し
く
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｜
ｌ
侍
従
宰
相
母
不
審

椎
か
本
に
匂
宮
は
つ
せ
ま
う
て
の
時

宇
治
へ
ま
い
り
た
り
し
人
」
７
ォ

頭
中
将
母
藤
内
侍
の
す
け

竹
河
に
源
少
将
と
い
へ
り
や
と
り
き
に

匂
宮
六
君
に
か
よ
ひ
そ
め
給
し
時
父
お

と
、
の
使
に
て
待
よ
ひ
過
て
と
つ
た
へ
し

人
椎
本
に
頭
少
将
と
い
へ
る
こ
の
人
な
る
へ
し

四
位
少
将
母
三
条
上

一
品
宮
御
な
や
み
の
時
横
川
の
僧
都
の

源
宰
相
中
将
趾
三
条
上

も
と
は
蔵
人
少
将
竹
河
に
三
位
中
将

同
巻
に
宰
相
中
将
椎
本
に
は
権
中
将

と
い
へ
り
又
幻
の
巻
に
お
な
し
程
に
て
ふ
た
り

殿
上
し
給
と
い
へ
る
此
人
々
に
や

内
侍
の
す
け
ｌ
〔
前
〕
内
（
典
ィ
）
侍
の
す
け
〔
九
〕
内
侍

頭
少
将
ｌ
〔
九
〕
頭
の
中
将

いに

"~、て

る’

人
Ｉ
〔
国
〕
人
か

母
不
審
Ｉ
〔
前
〕
母
藤
典
侍
母
不
審

函
、
蘭
、
閑
、
斑
、

|ノー、

,-、九
九‘-′

1－′ま
いて
ヅ、

り
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図」

’
三
君
母
藤
典
侍

’
四
君
母
三
条
上

中
君
母
お
な
し

二
宮
の
北
の
か
た

春
宮
女
御
母
三
条
上

匂
宮
の
巻
に
春
宮
へ
ま
い
り
給
」
８
ォ

一
塁
録

や
と
り
き
に
今
上
の
女
二
宮
藤
の
宴

し
給
し
時
笙
ふ
き
た
り
し
人

七
郎
君
と
あ
り

も
と
へ
中
宮
御
使
せ
し
人
竹
河
に
兵
衛

佐
椎
本
に
蔵
人
兵
衛
佐
と
い
へ
り

典
侍
Ｉ
〔
前
〕
典
丙
ィ
）
侍
の
す
け
〔
九
〕
内
侍
の
す
け

笙
ｌ
〔
九
〕
ふ
え

中
君
ｌ
〔
書
〕
中
宮
（
君
歎
）

二
宮
の
ｌ
〔
書
〕
二
の
宮
の

巻
に
Ｉ
〔
害
〕
巻
の

母
Ｉ
〔
前
〕
母
藤
典
侍
（
ィ
無
）

中
宮
Ｉ
〔
前
国
九
〕
中
宮
の
／
竹
河
に
兵
衛
佐
Ｉ
〔
前
国
〕
竹
川
に

兵
衛
佐
〔
九
〕
ナ
シ
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ｌ
同
此
二
人
わ
か
な
下
朱
雀
院
の
御
賀
の

試
楽
に
万
歳
楽
ま
ひ
給
し
人

ｌ
童
宮

ｌ
侍
従
母
も
と
の
北
方

梅
か
え
に
六
条
院
よ
り
父
の
御
使
に
て

御
本
と
り
出
し
人

蛍
兵
部
卿
宮

六
君
母
藤
内
侍
の
す
け

や
と
り
き
に
匂
宮
の
北
方
に
な
り
給

五
君
母
ぉ
な
し

已
上
三
人
夕
霧
の
巻
に
み
ゆ

も
と
は
帥
宮
を
と
め
に
朱
雀
院
の
行
口

幸
の
時
兵
部
卿
と
み
ゅ
う
せ
給
へ
る
よ
し
一

紅
梅
に
み
え
た
り

朱
雀
院
の
Ｉ
〔
国
〕
朱
雀
院

し
人
Ｉ
〔
耆
前
国
九
〕
ナ
シ

を
と
め
Ｉ
〔
書
〕
お
と
め
／
の
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

内
侍
の
す
け
Ｉ
〔
前
〕
典
侍
（
ィ
）
（
内
侍
の
す
け
）

弘
弛
Ｌ
、

父
の
ｌ
〔
国
〕
父
宮
〔
書
〕
父
宮
の
／
に
て
ｌ
〔
前
〕
に
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』

按
察
大
納
言
紅
梅
也
の
も
と
に
す
み
給
匂
兵
部
卿

の
宮
た
魁
な
ら
す
た
つ
ね
た
ま
ひ
し
人

ｌ
四
宮
母
承
香
殿
女
御

紅
葉
賀
に
童
に
て
秋
風
楽
ま
ひ
し
人

八
宮
母
大
臣
女

宇
治
に
う
つ
り
給
よ
し
橋
姫
の
巻
に

み
え
た
り
優
婆
塞
の
宮
と
申
き

一
総
角
大
君
母
大
臣
女

ｒ
宮
御
方
母
ま
き
柱
の
上
」
９
ォ

父
宮
う
せ
給
て
後
母
君
に
具
し
て

帥
宮

ほ
た
る
に
六
条
院
の
馬
場
に
お
と
、
に
て

あ
に
の
兵
部
卿
宮
に
け
は
ひ
を
と
り
て

み
え
給
し
人

大
臣
Ｉ
〔
九
〕
左
大
臣

馬
場
に
ｌ
〔
書
前
〕
馬
場
の

父
宮
ｌ
〔
九
〕
ち
、
／
母
君
に
具
し
て
ｌ
〔
国
〕
彼
母
君
に
う
つ
し

て匂
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

ま
ひ
し
Ｉ
〔
害
前
国
九
〕
ま
ひ
給
し
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ｌ
宮
君
鰍
お
な
し

ｌ
侍
従
蹄
も
と
の
北
方

式
部
卿
宮

中
君
け
ぉ
な
し

あ
け
ま
き
に
兵
部
卿
宮
に
あ
ひ
て

早
蕨
に
二
条
院
へ
む
か
へ
ら
れ
給

三
君
母
常
陸
か
今
の
北
方

や
と
り
木
に
ひ
た
ち
よ
り
の
ほ
り
て

あ
つ
ま
や
に
宇
治
に
う
つ
り
手
習
に
」
叩
ォ

小
野
に
わ
た
り
給

あ
け
ま
き
の
巻
に
う
せ
給

あ
つ
ま
や
の
巻
に
む
す
め
の
事
薫
大
将
に
け
ｌ

し
き
と
り
し
人
か
け
ろ
ふ
の
巻
に
う
せ
給

へ
る
よ
し
み
ゆ
か
ほ
る
大
将
の
を
ち
と
い
へ
り’

宮
君
ｌ
〔
前
〕
宮

常
陸
ｌ
〔
前
〕
常
陸
介

う
せ
給
ｌ
〔
九
〕
う
せ
給
よ
し
見
え
た
り

に
ｌ
〔
前
〕
（
の
巻
ィ
）
に

旧
き
鞄

二
条
院
へ
Ｉ
〔
書
〕
二
条
院
〔
前
〕
二
条
院
に
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系IxI」

ｌ
女
二
宮
母
一
宮
に
ぉ
な
し

ｌ
女
一
宮
仙
致
仕
大
臣
女

一
宮
よ
り
は
あ
れ

冷
泉
院
母
薄
雲
女
院

葵
に
春
宮
み
を
つ
く
し
に
即
位
わ
か
な

下
に
お
り
ゐ
給
十
の
御
子
と
申
き

｜
品
宮
母
朱
雀
院
に
お
な
し

女
一
宮
な
り
一
品
の
よ
し
わ
か
な
上
に
み
ゆ
」
Ⅲ
ォ

一
宮
肚
髭
肥
大
匝
女

む
ま
れ
給
よ
し
竹
河
に
み
ゆ

竹
河
に
む
ま
れ
給
こ
れ
も
一
宮
の
あ
れ
也

ち
、
宮
う
せ
給
て
後
あ
か
し
の
一
品
宮
へ
ま

い
り
き
薫
大
将
こ
と
か
よ
は
し
給
し
人

竹
河
Ｉ
〔
前
〕
竹
川

竹
河
Ｉ
〔
前
〕
竹
川

即
位
Ｉ
〔
九
〕
御
そ
く
ゐ
〔
書
前
国
〕
御
即
位

ち
、
宮
…
給
し
人
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
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~－－Tｌ
前
斎
院
葵
に
賀
茂
の
い
つ
き
に
ゐ
給
榊
に
院
の
御

服
に
よ
り
て
お
り
さ
せ
給
女
三
宮
と
あ
り

●
先
帝
ヨ’

ｌ
薄
雲
女
院
后
腹
四
宮
也

ｌ
式
部
卿
宮

女
二
宮桐給る

－－

ーー

壺
に
内
へ
ま
い
り
給
て
藤
壺
と
き

ゆ
紅
葉
賀
に
春
宮
の
御
母
女
御
を

え
て
后
に
た
ち
榊
に
か
さ
り
お
と
し

み
を
つ
く
し
に
太
上
天
皇
に
な
す
ら
ふ

み
ふ
給
は
ら
せ
給
な
と
す
薄
雲
に
か
く
れ
給

式
部
卿
と
み
ゆ

は
し
め
は
兵
部
卿
と
き
こ
え
き
お
と
め
に

式
ｌ
〔
国
〕
式
（
本
兵
歎
）
／
き
こ
え
き
’
〔
書
〕
き
こ
え
／
お
と
め

Ｉ
〔
耆
国
〕
を
と
め

院
の
ｌ
〔
国
〕
古
院
の
〔
害
〕
故
院
の

給
は
ら
せ
’
〔
国
〕
給
は
せ
／
に
Ｉ
〔
前
国
九
〕
の
巻
に
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常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」七十六

ｒ
源
氏
宮
母
更
衣

朱
雀
院
春
宮
の
御
時
よ
り
ま
い
り
給

て
女
三
宮
を
う
み
給
藤
壺
と
き
こ
え

き
う
せ
給
に
し
よ
し
わ
か
な
上
に
み
ゆ
」
吃
ォ

Ｉ
民
部
大
輔
以
上
三
人
は
い
も
う
と
の
君
大
将
の
故

さ
と
は
な
れ
し
時
父
の
も
と
よ
り

Ｉ
侍
従

Ｉ
源
中
納
言

誉
中
将

朱
雀
院
御
賀
試
楽
の
日
皇
塵

ま
ひ
し
人

蘭
に
左
兵
衛
督
梅
か
え
に
六
条
院
Ｉ

よ
り
双
紙
か
塾
せ
給
し
人
わ
か
な
下
に

中
納
言
と
み
え
た
り

も
と
よ
り
ｌ
〔
国
〕
も
と

若
君
ｌ
〔
国
〕
＊
若
釉
ノ
系
線
ヲ
源
中
納
言
ノ
兄
弟
二
位
置
ヅ
ヶ
テ
引
ク
／
御
賀

〔
耆
前
国
〕
御
賀
の

蘭
Ｉ
〔
前
〕
藤
は
か
ま
／
梅
か
え
に
ｌ
〔
書
国
〕
梅
枝
に
明
石
の
中

宮
春
宮
へ
ま
い
り
給
は
ん
と
て
の
時
／
双
紙
ｌ
〔
九
〕
さ
う
し
を
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●
常
陸
宮
ヨ

ｌ
阿
閻
梨
源
氏
の
御
八
講
に
ま
い
り
て
か
へ
さ
に
い
も
う

冷
泉
院
女
御
母
髭
黒
北
方
に
ぉ
な
し
」
喝
ォ

を
と
め
に
入
内
身
を
つ
く
し
に
中
の

君
と
い
へ
り
し
か
れ
と
も
紫
上
よ
り
は

い
も
う
と
と
み
ゆ

紫
上
母
按
察
大
納
言
女

十
は
か
り
の
時
源
氏
の
君
む
か
へ
と
り

給
藤
の
う
ら
葉
に
手
く
る
ま
を
ゆ
り

髭
黒
大
将
室
母
今
の
北
方

大
将
に
火
と
り
の
灰
か
け
し
人

御
法
に
か
く
れ
給

む
か
へ
に
ま
い
り
し
人

按
察
Ｉ
〔
国
〕

源
氏
の
君
ｌ

ゆ
り
ｌ
〔
前
〕

母
髭
黒
北
方
に
お
な
し
ｌ
〔
国
〕
ナ
シ

母
今
の
北
方
ｌ
〔
前
〕
ナ
シ

人
ｌ
〔
国
〕
人
か

む
か
へ
ｌ
〔
九
〕
む
か
ひ
／
人
Ｉ
〔
国
〕
人
か

よ
り
は
Ｉ
〔
九
〕
に
は

按
察
使

〔
前
〕
源
氏
（
・
の
紺
）

ゆ
る
さ
れ
（
り
）
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

●
摂
政
太
政
大
臣
桐
壺
に
左
大
臣
に
て

也
榊
の
巻
に
致
仕
み

に
て
摂
政
し
給
う
す

ｌ
蓬
生
君
末
つ
む
花
の
巻
に
源
氏
（
・
の
君
）
に
あ
ひ
逢

生
に
東
の
院
に
う
つ
る
ひ
給

ｌ
致
仕
太
政
大
臣
母
三
宮

き
り
つ
ぼ
に
蔵
人
少
将
は
、
木

権
中
納
言
う
す
雲
に
て
右
大
将

う
せ
給
へ
る
よ
し
匂

葉
賀
に
正
四
位
下
須
ま
に
宰
相
中
将
み
を
つ
く
し
に

わ
か
な
下
に
致
仕
の
表
た
て
ま
つ
り
給

に
内
大
臣
藤
の

と
の
御
も
と
に
て
あ
り
さ
ま
か
た
り
し
人

う
ら
葉
に
太
上
大
臣

宮
巻
に
み
ゆ

て
源
氏
の
加
冠
せ
し

を
つ
く
し
に
太
上
大
臣

雲
の
正
月
に
う
せ
給

を
兼
す
乙
女
」
皿
ォ

菌
に
頭
中
将
紅

人

源
氏
（
・
の
君
）
Ｉ
〔
耆
国
九
〕
源
氏
君
〔
前
〕
源
氏
（
・
君

院
に
ｌ
〔
九
〕
院
へ

源
氏
の
ｌ
〔
前
九
〕
源
氏
君
の

太
上
大
臣
ｌ
〔
国
〕
太
政
大
臣

に
て
右
大
将
を
ｌ
〔
前
国
九
〕
に
椎
大
納
言
に
て
右
近
大
将
を
〔
害
〕

に
椎
大
納
言
に
て
右
大
将
を

太
上
大
臣
Ｉ
〔
国
〕
太
政
大
臣
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ｌ
葵
上
母
相
国
に
お
な
し

あ
ふ
ひ
の
巻
に
夕
霧
の
君
を
う
み

を
き
て
う
せ
給

ｌ
春
宮
大
夫

此
二
人
は
源
氏
三
条
宮
へ
わ
た
り
給
し

時
致
仕
の
お
と
樋
ひ
き
つ
れ
て
ま
い
り
給

し
人
な
り
外
は
ら
の
君
達
と
あ
り
乙

女
に
左
衛
門
督
と
き
こ
ゆ
る
も
此
人
々

の
こ
と
に
や
し
か
ら
は
五
節
た
て
ま
つ

り
し
左
衛
門
督
な
る
へ
し

ｌ
藤
大
納
言

ｌ
左
中
弁

若
紫
に
北
山
へ
源
氏
の
御
む
か
へ
に
ま
い

り
し
人
花
宴
に
中
将
弁
な
と
ま
い
り
あ

ひ
て
と
い
へ
る
も
此
人
な
る
へ
し
夕
か
ほ

の
巻
蔵
人
弁
も
こ
の
人
に
や

左
衛
門
督
ｌ
〔
書
国
〕
中
納
言
左
術
門
督
／
人
々
ｌ
〔
九
〕
人

し
か
ら
は
ｌ
〔
九
〕
し
か
れ
は
〔
前
〕
然
は

巻
ｌ
〔
前
九
〕
巻
に

む
か
へ
Ｉ
〔
九
〕
む
か
ひ
／
ま
い
り
し
ｌ
〔
九
〕
ま
い
り
た
り
し

中
将
Ｉ
〔
書
〕
中
将
中
将
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

Ｉ
紅
梅
右
大
臣

榊
に
童

Ｉ
柏
木
権
大
納
言
母
一
一
条
太
政
大
臣
四
君
」
喝
ォ

乙
女
に
左
近
少
将
こ
蝶
に
右
近
中
将
か
魁

り
火
に
頭
中
将
わ
か
な
上
に
宰
相
右
衛
門
督

同
下
に
権
中
納
言
柏
木
の
巻
に
か
す
の
外
の

権
大
納
言
に
な
り
て
程
な
く
う
せ
給

弁
柏
木
に
大
納
言
か
き
り
な
り
し

音
に
弁
少
将
わ
か
な
上
に
頭
弁
同
下
に
左
大

椎
か
も
と
匂
宮
の
は
つ
せ
ま
、

さに

大按
将察

冷
泉
院
へ
ま
い
り
し
も
此
人
な
る
へ
し
紅
梅

か
へ
に
ま
い
り
し
藤
大
納
言
も
こ
の
人
な
る
へ

日
高
砂
う
た
ひ
し
人
み
を
一

の
宮
の
事
申
を
か
れ
し
人
す
、

大
納
言
と
み
ゆ
竹
河
に
藤
大
納
言

か
け
た
る
右
大
臣
に
な
り
給
と
い
へ
り
又

母
同に

て
韻
ふ
た
き
の
ま
け
わ
さ
の

つ
く
し
に
元
服
初

っ
て
の
御
む

虫
に 時

条

事
ｌ
〔
前
〕
御
事
を
〔
九
〕
御
事

按
察
大
納
言
ｌ
〔
国
〕
按
察
使
大
納
言
／
竹
河
ｌ
〔
前
国
〕
竹
川

か
け
た
る
ｌ
〔
国
〕
か
け
た
り
／
な
り
給
と
ｌ
〔
九
〕
な
り
給
と
は

同
ｌ
〔
九
〕
お
な
し
く

母
同
ｌ
〔
九
〕
母
上
二
同
し

ま
い
り
し
Ｉ
〔
九
〕
参
り
し
人
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ｌ
中
君
母
ぉ
な
し

ｌ
麗
景
殿
女
御
母
故
北
方

紅
梅
に
春
宮
へ
ま
い
り
給

藤
宰
相

左
衛
門
督
と
こ
夏
に
藤
侍
従
と
い
へ
る
は
此
人
に
や

ｌ
大
夫
母紅

梅
に
菫
に

し
や
と
り
き
あ
つ
ま
屋
に
い
た
り
て
按

察
大
納
言
と
い
へ
る
不
審

君
の
事
た
つ
ね
給
し
人
」
焔
ォ

わ
か
な
下
賀
茂
祭
の
か
へ
さ
み
し
人

此
二
人
は
夕
霧
の
お
と
輿
の
六
君
に
兵
部
卿

宮
か
よ
ひ
そ
め
給
し
第
三
夜
さ
ふ
ら
ひ
し
人

な
り
又
す
、
む
し
に
六
条
院
に
し
た
か
ひ
て

て
兵
部
卿
宮
い
も
う
と
の

賀
茂
ｌ
〔
前
九
〕
賀
茂
の

按
察
ｌ
〔
国
〕
按
察
使

い
へ
る
ｌ
〔
国
〕
い
へ
り
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七十六常磐松文蠅戯「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

ｌ
蔵
人
少
将
此
二
人
ま
ほ
ろ
し
の
巻
に
夕
霧
の
君
達

わ
ら
は
殿
上
し
給
へ
る
時
あ
ひ
く
し
た
り
し

人
々
を
ち
の
と
の
は
ら
と
い
へ
り
又
夕
霧
大

将
一
条
宮
に
か
よ
ひ
給
と
き
、
て
此
少
将
を

使
に
て
父
お
と
嵐
あ
は
れ
と
思
う
ら
め
し
と

聞
と
の
た
ま
ひ
き

以
上
を
と
め
に
少
納
言
兵
衛
佐
侍
従
大
夫
」
Ｆ
ォ

と
い
へ
る
も
こ
の
人
々
な
る
へ
し

１
頭
中
将

ｌ
八
郎
君

ま
き
杜
に
踏
歌
の
時
わ
ら
は
に
て
あ
り

し
人
藤
の
う
ら
葉
の
行
幸
に
賀
王

恩
ま
ひ
し
も
此
君
な
る
へ
し

冷
泉
院
に
ま
い
り
し
も
此
人
に
や

と
Ｉ
〔
国
〕
ナ
シ

に
ｌ
〔
九
〕
に
（
の
）
＊
並
記

い
へ
る
も
ｌ
〔
書
国
〕
侍
し
も
若
菜
上
ま
り
の
時
兵
衛
佐
大
夫
と
い

へ
る
も

〔
前
九
〕
侍
し
も
わ
か
な
の
上
に
ま
り
の
時
兵
衛
佐
大

夫
と
い
へ
る
も

「
と
、
リ
壹
丁
〕
ゴ
、

に
Ｉ
互
月
‐
７
」
《
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る
よ
し
み
ゆ

●
二
条
太
政
大
臣

ｌ
夕
霧
大
臣
室
母
按
察
大
納
言
の
い
ま
の
北
方

雲
井
の
か
り
も
と
く
ち
す
さ
み
し
人

Ｉ
弘
徽
殿
女
御
母
同
柏
木

み
を
つ
く
し
に
十
二
に
て
内
へ
ま
い
り
給

近
江
君
母
た
れ
と
も
な
く
名
の
り
出
し
人

玉
鬘
尚
侍
母
夕
顔
上

右
大
臣
あ
か

四
の
と
し
夕
か
ほ
の
上
の
め
の
と
に
具
し

て
つ
く
し
へ
く
た
り
年
へ
て
玉
か
つ
ら
の
巻

に
京
へ
の
ほ
る
蘭
に
尚
侍
ま
き
柱
に

ひ
け
く
ろ
の
北
方
に
な
り
給

朱
雀
院
の
御
母
か
た
の
祖

し
に
太
政
大
臣
に
て
う
せ
給
へ
」
肥
ォ

父
は
し
め
は
Ｉ

あ
か
し
に
ｌ
〔
九
〕
あ
か
し
の
ま
き
に

大
臣
ｌ
〔
前
〕
大
将
（
臣
）
／
按
察
ｌ
〔
国
〕
按
察
使

人
ｌ
〔
国
〕
人
か

同
柏
木
Ｉ
〔
九
〕
か
し
は
木
に
お
な
し
〔
前
〕
柏
木
二
お
な
し

蘭
ｌ
〔
前
〕
ふ
ち
は
か
ま
／
尚
侍
ｌ
〔
前
〕
内
（
尚
ィ
）
侍
（
の
か
み
ィ
）
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』

ｌ
麗
景
殿
女
御
朱
雀
院
御
位
の
時
の
女
御
さ
か
き
に
み
ゅ

１
頭
弁
さ
か
木
に
白
虹
日
を
つ
ら
ぬ
け
り
と
諭
せ
し
人

藤
大
納
言
口

右
中
弁

四
位
少
将

此
二
人
は
源
氏
お
ほ
ろ
月
夜
の
ゆ
く
え
尋

ま
ほ
し
く
て
北
陣
の
車
に
人
を
つ
け
て
見

せ
給
し
時
弘
徽
殿
よ
り
い
て
給
人
の
御
を
く
り

せ
し
人
、
、
な
り
又
さ
か
木
の
巻
に
中
将

宮
の
す
け
な
と
い
へ
る
も
此
人
々
に
や

ち
、
お
と
魁
藤
の
宴
し
給
し
お
り
源
氏
の
御
む
か

へ
に
ま
い
り
て
花
し
な
へ
て
の
色
な
ら
は
と
申
っ

た
へ
し
人

ま
い
り
て
ｌ
〔
書
〕
ま
い
り
（
て
）

皇
太
后
Ｉ
〔
前
〕
皇
太
后
宮

右
中
弁
ｌ
〔
前
国
〕
左
中
弁
〔
九
〕
右
（
さ
歎
叢
朱
筆
）
中
弁

さ
か
木
ｌ
〔
国
〕
榊
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●
左
大
臣
み
ゆ
き
よ
り
ま
き
は
し
ら
梅
か
え
に
ｌ

い
た
り
て
左
大
臣
わ
か
な
上
の
も
此
人
な
る
へ
し

’
１ｌ

修
理
大
夫

此
二
人
女
御
の
ひ
と
つ
御
腹
に
は
あ
ら
す

ｌ
大
蔵
卿

Ｐ
、
『
１
Ｊ
Ｔ
Ｊ
］

蛍
言
匡
仙朧

月
夜
尚
侍

致
仕
大
臣
室
四
君
と
き
こ
え
き

帥
宮
北
方
花
の
宴
の
巻
に
み
ゆ
」
円
ォ

五
君
花
の
え
ん
に
み
え
た
り

葵
に
朱
雀
院
に
ま
い
り
て
御
く
し
け

殿
と
き
こ
ゆ
さ
か
木
の
二
月
に
尚
侍

わ
か
な
下
に
尼
に
な
り
給
六
の
君
と
い
へ
り

さ
か
木
ｌ
〔
国
〕
榊

に
い
た
り
て
Ｉ
〔
国
九
〕
の

き
こ
え
き
’
〔
害
〕
き
こ
え
き
浮
舟
に
う
せ
給
と
あ
り

〔
国
〕
き
こ
え
き
も
浮
舟
に
う
せ
給
と
あ
り

え
ん
ｌ
〔
書
〕
え
む

蛍
宮
也
ｌ
〔
国
〕
ナ
シ
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七十六 常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図』

Ｆ
女

●
右
大
臣
今
上
の
御
祖
父
明
石
に
右
大
臣
と
み
ゆ

〒
髭
黒
太
政
大
臣
こ
て
ふ
に
右
大
将
わ
か
な
上
に
左
に
転
す
〕

●
左
大
臣
竹
川
の
さ
大
臣

ｌ
藤
壺
女
御
」
釦
ォ
今
上
春
宮
の
御
時
ま
い
り
給
し
か
明
石

の
中
宮
に
を
さ
れ
給
き
女
二
宮
は
か
り

ｌ
女
子
た
れ
と
も
な
し

ｌ
女
御
冷
泉
院
御
位
の
時
の
女
御
ま
き
柱
に
み
ゆ

宿
木
に
み
え
た
り
又
怖
か
え
に
腿
景
殿

と
き
こ
え
し
三
君
な
る
へ
し

を
う
み
た
て
ま
つ
り
う
せ
給
よ
し

少
将
と
き
こ
え
し
時
あ
ひ
そ
め
給
き

夕
霧
の
お
と
、
の
御
子
宰
相
中
将
蔵
人

竹
川
の
さ
大
臣
ｌ
〔
国
〕
号
竹
川
左
大
臣
〔
九
〕
竹
河
の
左
大
臣

な
る
へ
し
ｌ
〔
前
〕
こ
の
人
に
や

春
宮
Ｉ
〔
九
〕
東
宮
／
御
時
ｌ
〔
前
国
九
〕
御
時
よ
り

を
さ
れ
’
〔
国
〕
お
さ
れ

な
し
Ｉ
〔
前
〕
な
し
（
ィ
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I
１
頭
中
将
」
虹
ォ
源
氏
大
将
と
き
こ
え
し
時
尚
侍
の
つ
ほ
ね

よ
り
出
給
暁
た
て
し
と
み
の
も
と
に
て

見
た
て
ま
つ
り
し
人

ｌ
次
郎
君
母
ぉ
な
し

ｌ
藤
中
納
言
母
式
部
卿
一
宮

ま
き
柱
に
十
は
か
り
に
て
殿
上
し
給
と

あ
り
竹
川
の
正
月
に
ま
、
母
の
尚
侍

の
も
と
へ
ま
う
て
た
り
し
人
や
と
り
木
に

藤
の
宴
の
日
さ
ふ
ら
ひ
し
と
み
ゆ

承
香
殿
女
御
朱
雀
院
の
女
御
今
上
の
御
母
也
う
せ

給
へ
る
よ
し
わ
か
な
下
に
み
え
た
り

同
下
に
右
大
臣
に
て
さ
大
将
を
辞
す
新
帝

の
御
う
し
ろ
み
を
し
給
太
政
大
臣
う
せ
給

よ
し
竹
河
に
み
え
た
り

竹
川
Ｉ
〔
害
〕
竹
河

の
ｌ
〔
害
国
〕
ナ
シ

頭
中
将
Ｉ
〔
九
〕
頭
中
（
藤
少
ィ
）
将

た
て
し
と
み
ｌ
〔
国
書
〕
ま
て
し
と
み

た
て
ま
つ
り
し
ｌ
〔
国
九
〕
給
ひ
し

右
大
臣
ｌ
〔
九
〕
さ
大
臣
／
を
Ｉ
〔
前
〕
（
・
を
）

御
ｌ
〔
国
〕
ナ
シ
／
大
臣
ｌ
〔
国
〕
大
臣
に
て

竹
河
ｌ
〔
前
国
〕
竹
川
／
み
え
た
り
ｌ
〔
九
〕
み
ゆ

一
宮
Ｉ
〔
書
〕
宮
一
女
〔
前
〕
一
女
〔
国
〕
宮
女
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条凹実澄筆源氏物語系図』

’

右
大
弁
母
お
な
し

右
兵
衛
督
母
玉
か
つ
ら
の
上

わ
か
な
下
女
楽
の
時
さ
う
の
笛
吹
給

又
朱
雀
院
御
賀
の
日
れ
う
わ
う
舞

し
人
竹
河
に
左
近
中
将
と
み
ゆ
同

巻
に
右
兵
衛
督
に
て
非
参
議
な
る
と
い
」
型
オ

ヘ
リ
や
と
り
木
に
藤
の
え
ん
の
日
御

ま
か
な
ひ
な
と
せ
し
此
人
な
る
へ
し

此
二
人
玉
か
つ
ら
の
君
六
条
院
に
わ
か
な

た
て
ま
つ
ら
れ
し
時
ま
い
り
給
又
朱
雀

院
の
御
賀
試
楽
の
日
お
な
し
き
当
日

ま
い
り
給
と
あ
り
竹
河
に
右
中
弁
お
な

し
巻
に
右
大
弁

真
木
柱
に
八
は
か
り
に
て
母
の
か
た
み
に

み
る
へ
き
と
ち
、
の
、
給
し
人
也
そ
の
後

昇
進
な
と
み
え
す

竹
河
ｌ
〔
国
〕
竹
川

此
人
な
る
へ
し
Ｉ
〔
九
〕
人

竹
河
ｌ
〔
国
〕
竹
川

わ
か
な
下
ｌ
〔
九
〕
わ
か
な
に

な
と
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

か
た
み
に
ｌ
〔
九
〕
か
た
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尚
侍
阯
岡
女
御

竹
河
に
母
の
ゆ
つ
り
を
う
け
て

尚
侍
に
な
り
て
や
か
て
う
ち
へ

女
御
雌
玉
か
つ
ら
の
尚
侍

真
木
柱
上
母
中
納
言
に
ぉ
な
し

わ
か
な
下
に
蛍
兵
部
卿
宮
の
北
方
に
な
り

宮
う
せ
給
て
後
紅
梅
の
お
と
、
按
察

大
納
言
と
き
こ
え
し
時
北
方
に
な
り
給

ま
き
の
柱
は
我
を
わ
す
る
な
と
別

お
し
み
し
人

頭
中
将
腓
ぉ
な
し

竹
河
の
四
月
に
冷
泉
院
へ
ま
い
り
給

夕
霧
の
御
子
宰
州
中
将
蔵
人
少
将

と
き
こ
え
し
時
心
つ
く
し
給
し
人
」
野
ォ

竹
河
に
侍
従
お
な
し
巻
に
頭
中
将

女
御
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

竹
河
ｌ
〔
国
〕
竹
川

や
か
て
Ｉ
〔
国
〕
ま
て

竹
河
ｌ
〔
前
国
〕
竹
川

ま
き
の
ｌ
〔
前
〕
ま
き
（
・
の
）

人
ｌ
〔
国
〕
人
か

宮
ｌ
〔
前
〕
（
・
宮
）

按
察
ｌ
〔
国
〕
按
察
使

竹
河
Ｉ
〔
前
国
〕
竹
川
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』

憂
御’

●
大
臣

●
大
臣
。

宇
治
宮
北
方

れ姫
給君
よふ

した

はり
しを

ひう
めみ

のを

巻き
にて

みか

ゆく

●
大
臣

六
条
御
息
所
十
六
に
て
前
坊
へ
ま
い
り
給
秋
好
中
宮

別
オ ま

い
り
給

宇
治
の
八
宮
の
御
母

程
な
く
う
せ
給
ぬ

を
う
め
り
十
九
に
て
宮
に
を
く
れ
給

三
十
に
て
む
す
め
の
斎
宮
に
具
し
て

伊
勢
に
く
た
り
み
を
つ
く
し
に
の
ほ
り
て

前
坊
ｌ
〔
九
〕
先
坊

ノー
V､.－

戸一八

九
、ノ

ーハ、
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●
大
臣
」
妬
ォ

ｌ
入
道
播
磨
守

Ｆ

明
石
上
母
中
務
の
み
こ
の
む
ま
こ

１
１
誰
と
も
み
え
す

常
陸
介
北
方

松
か
せ
に
彼
浦
を
は
な
れ
て
大
井
に

す
み
し
か
乙
女
に
六
条
院
に
わ
た
り
て

近
衛
中
将
な
り
け
る
か
辞
し
て
播
磨
守
Ｉ

に
な
る
彼
国
に
て
か
し
ら
お
ろ
し
た
り
と

み
ゆ
わ
か
な
上
に
か
の
国
を
さ
り
て

ふ
か
き
山
に
入
ぬ

辛
め
ｈ
ソ
菱
己

宇
治
の
宮
の
北
方
の
め
い
も
う
と
は

中
将
君
と
て
宮
に
さ
ふ
ら
ひ
き
北
方

う
せ
給
て
後
手
習
の
君
を
う
め
り

後
に
ひ
た
ち
に
具
し
て
子
と
も
あ
ま
た

上
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
／
国
ｌ
〔
書
前
国
九
〕
浦

入
道
柵
磨
守
Ｉ
〔
前
〕
入
道
播
磨
守
（
前
播
磨
守
人
遊
ィ
）
〔
国
〕
播
磨
守

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

も
う
と
は
ｌ
〔
書
前
脚
九
〕
も
と
は

誰
と
も
み
え
す
Ｉ
〔
前
国
〕
＊
人
名
ノ
位
置
二
掲
示
ス
ル
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七十六 常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図」

●
按
察
大
納
言

●
按
察
大
納
言
」
単

ｌ
桐
壺
更
衣
源
氏
を
う
み
た
て
ま
つ
り
て
三
と

紫
上
母
母
北
山
偲
都
妹
也

按
察
大
納
言

雲
林
院
律
師
源
氏
の
御
を
ち
法
文
な
と
よ
ま
せ
給

し
人
也
賢
木
に
み
ゆ

冬
の
御
か
た
と
き
こ
ゆ

せ
と
い
ふ
に
は
か
な
く
成
ぬ
か
き
り
と
て

ま
か
て
侍
る
時
蓋
を
ゆ
る
さ
る
と
り

へ
野
に
う
つ
す
夜
三
位
を
、
く
ら
る

妹
也
ｌ
〔
前
〕
の
い
も
う
と

按
察
Ｉ
〔
国
〕
按
察
使

按
察
Ｉ
〔
国
〕
按
察
使

蓋
を
ｌ
〔
前
〕
て
く
る
ま

侭
く
ら
る
ｌ
〔
国
〕
、
く
る

源
氏
Ｉ
〔
前
国
〕
源
氏
の
君
〔
九
〕
源
氏
君
／
て
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

の
ｌ
〔
前
〕
ナ
シ

賢
木
ｌ
〔
前
〕
榊

按
察
ｌ
〔
国
〕
按
察
使
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●
大
将
故
大
将
と
い
へ
り
あ
つ
ま
屋
に
み
ゆ

Ｆ
左
近
少
将
ひ
た
ち
の
介
か
む
こ

ｒ
五
節
君
を
と
め
に
ま
ひ
姫
に
ま
い
り
て
や
か
て

さ
ふ
ら
ひ
き
外
は
ら
の
む
す
め
と
あ
り

●
権
中
納
言
右
衛
門
督
か
け
た
る
と
み
ゆ

空
蝉
君
」
”
ォ
父
の
中
納
言
う
せ
て
後
伊
与
介
か

妻
に
な
る
又
常
陸
に
な
り
て
く
た
り
し

時
具
し
て
く
た
り
関
屋
に
京
へ
の
ほ
り

て
同
巻
に
介
に
を
く
れ
て
後
に
あ
ま

左
衛
門
佐

源
氏
中
河
の
御
か
た
笛
か
へ
の
時
わ
ら
は

に
て
あ
り
し
小
君
也
い
も
う
と
の
お
と
こ

に
具
し
て
ひ
た
ち
へ
く
た
り
関
屋
に

の
ほ
る
う
つ
せ
み
の
君
の
弟
な
り

中
河
Ｉ
〔
前
国
九
〕
中
川

と
Ｉ
〔
国
〕
に

か
け
た
る
ｌ
〔
書
前
国
〕
か
け
た
り
〔
九
〕
か
け
た
り
き

「
・
ｊ
Ｕ
ユ
｜
／

の
１
７
と
う
う
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』

｜ｒ
女
母
小
野
尼

●
参
議
宮
内
卿
Ｉ

ｌＦ
明
石
乳
母
女
院
の
宣
旨

●
右
衛
門
督
，

ｌ
●
｜
｜
｜
位
中
将

｢－－

夕
顔
上
致
仕
の
お
と
、
蔵
人
少
将
と
き
こ
え
し

中
将
な
る
人
の
北
の
方
う
せ
に
し

よ
し
手
習
に
み
ゆ

源
氏
か
た
ら
ひ
と
り
て
明
石
へ
く
た
し

給
松
風
に
姫
君
に
く
し
て
都
へ
の
ほ
り
ぬ

に
成
て
二
条
院
の
東
院
に
す
み
き

こ
ろ
か
よ
ひ
て
玉
か
つ
ら
を
う
め
り
／
そ
の

’

女
院
の
ｌ
〔
耆
前
〕
母
院
の
〔
九
〕
女
院

上
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
／
お
と
嵐
ｌ
〔
国
〕
お
と
蚤
の
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ｌ
●
参
議
藤
原
惟
光

Ｆ
宰
相
君
玉
か
つ
ら
の
君
の
女
房
六
条
院
に
す
み

ｌ
兵
衛
尉

は
し
め
は
民
部
大
輔
と
み
ゆ
乙
女
に
津
の

か
み
に
て
左
京
大
夫
か
け
た
り
梅
か
え
に
宰
相

後
夕
か
ほ
の
宿
に
て
源
氏
に
あ
ひ
」
銘
ォ

な
に
か
し
の
院
と
か
や
に
て
物
に
と
ら
れ

て
う
せ
ぬ
と
し
十
九

童
に
て
殿
上
を
ゆ
る
い
も
う
と
の
五
節

に
夕
霧
の
ふ
み
つ
か
は
し
給
し
御
使
也
梅
か

え
に
兵
衛
尉
み
き
は
に
う
つ
ま
れ
し

薫
物
ほ
り
て
ま
い
り
し
人

給
し
比
人
々
の
返
事
か
き
し
人
竹
河
巻
に

か
ほ
る
に
歌
よ
み
か
け
し
も
此
人
に
や

雌
大
飯
乳
牡

返
事
ｌ
〔
前
〕
返
事
（
し
ィ
）
〔
九
〕
返
し
／
竹
河
巻
Ｉ
〔
前
〕
竹
川

巻
〔
国
〕
竹
川

し
も
ｌ
〔
国
〕
し
人
も

殿
上
を
ゆ
る
’
〔
前
〕
殿
上
（
を
ィ
）
ゆ
る
さ
る
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図』

●
前
播
磨
守
‐

Ｉ
参
河
守
妻
夕
か
ほ
に
大
乱
の
尼
の
な
や
み
し
時
あ
り
き
尼
の
Ｉ
〔
九
〕
尼

Ｉ
山
阿
闇
梨
」
羽
ォ
こ
れ
み
っ
か
兄
と
夕
か
ほ
に
み
え
た
り
兄
と
ｌ
〔
九
〕
お
と
う
と
（
ぁ
に
ィ
）

’
五
節
乙
女
巻
に
内
に
た
て
ま
つ
り
し
に
や
か
て

－
藤
典
侍
五
節
の
舞
姫
夕
霧
の
お
と
篭
の
お
も
ひ

人
わ
か
な
下
に
内
侍
の
す
け
と
み
ゆ

源
義
清
若
紫
に
蔵
人
に
て
か
う
ふ
り
給
は
り
明
石
に
Ｉ

少
将
命
婦
夕
か
ほ
の
君
は
か
な
く
成
し
時
少
将

の
命
婦
に
き
か
す
な
と
の
た
ま
ひ
し
人

少
納
言
と
み
ゆ
身
を
つ
く
し
に
靱
負
佐

を
と
め
に
右
中
弁
に
て
近
江
守
を
兼
す

さ
ふ
ら
ふ
よ
し
み
ゆ

お
と
魁
の
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

内
侍
の
す
け
ｌ
〔
九
〕
内
侍
す
け

人巻
ｌ
〔
国
〕
ナ
シ

〔
国
〕
人
か
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●
伊
豫
介
は
し
め
は
伊
与
に
く
た
り
常
陸
に
な
り
て

関
屋
に
の
ほ
り
お
な
し
巻
に
う
せ
ぬ

ｌ
弁
尼
母
か
し
は
木
の
め
の
と
」
鋤
ォ

●
左
中
弁
宇
治
宮
の
北
方
の
は
、
か
た
の
お
ち
と

い
へ
り

ｌ
蔵
人
右
近
将
監

ｌ
紀
伊
守 女

三
宮
の
侍
従
の
め
の
と
の
め
い
薫
大
将
に
昔
の

事
申
き
か
せ
し
人
さ
ま
か
へ
た
る
よ
し
早
蕨

の
巻
に
み
ゆ

源
氏
御
か
た
、
か
へ
の
中
河
の
家
あ
る
し

関
屋
に
河
内
守
に
な
る
子
と
も
あ
り
と

は
嵐
木
斑
に
み
ゆ

源
氏
大
将
に
て
斎
院
の
御
旗
に
つ
か
う

ま
つ
り
給
し
時
一
員
し
た
り
し
人
な
り

大
将
す
ま
の
浦
に
を
も
む
き
給
し
お
り

右
近
Ｉ
〔
前
〕
左
（
右
）
近

給
し
Ｉ
〔
書
国
〕
し

を
も
む
き
ｌ
〔
前
国
九
〕
お
も
む
き

おく
なた

しり
｜｜
戸行1

九書
i-′国
お＄-′

なく
した

年り
し

か

中
河
ｌ
〔
前
国
〕
中
川

お
ち
Ｉ
〔
前
国
〕
を
ち
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七十六常磐松文ﾙ蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』

●
常
陸
介
も
と
は
み
ち
の
く
の
か
み
後
に
ひ
た
ち

に
な
る

ｌ
蔵
人
少
将
妻

ｌ
蔵
人
右
近
将
監
母
今
北
方

薫
大
将
昔
の
ゆ
か
り
と
お
ほ
し
て
蔵
人

ｌ
蔵
人
式
部
丞
母
前
妻

あ
つ
ま
屋
に
内
よ
り
の
御
使
に
て

匂
宮
へ
ま
い
り
し
人

う
つ
せ
み
の
君
の
ま
、
む
す
め
源
氏
う
つ
せ

み
の
も
ぬ
け
の
夜
あ
ひ
給
て
後
軒
」
訓
ォ

は
の
荻
を
む
す
は
す
は
と
よ
み
て

つ
か
は
し
た
り
／
し
人

殿
上
の
御
ふ
た
け
つ
ら
れ
か
へ
り
の
ほ

り
て
靱
負
尉
に
な
る
松
風
に

か
う
ふ
り
給
り
き

今
Ｉ
〔
九
〕
今
の

お
ほ
し
て
ｌ
〔
九
〕
思
召
て
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で
筑
前
守
ち
、
の
つ
か
ひ
に
て
須
磨
へ
ま
い
り
し
人

●
太
宰
大
気
源
氏
す
ま
に
お
は
し
ま
し
、
比
筑
紫
よ
り
Ｉ

の
ほ
る
と
て
を
と
つ
れ
た
て
ま
つ
り
し
人

ｌ
少
将
北
方
母
今
北
方

手
習
の
君
に
と
い
ひ
し
少
将
の
ひ
き
た
か
へ

う
つ
り
し
人
」
銘
ォ

ｌ
讃
岐
守
妻
母
同

ｌ
源
少
納
言
妻
母
前
妻

ｌ
童
母
お
な
し

手
習
の
君
小
野
に
あ
り
と
き
、
て
薫

の
文
も
た
せ
て
つ
か
は
さ
れ
し
人

に
な
し
て
わ
か
樹
た
の
将
監
に
な
さ
る
と
あ
り

人
Ｉ
〔
国
〕
人
か

今
Ｉ
〔
前
九
〕
今
の

少
納
言
妻
ｌ
〔
国
〕
少
納
言

人
Ｉ
〔
国
〕
人
か

な
さ
る
ｌ
〔
前
〕
な
さ
る
、

－120



常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」七十六

’
五
節

●
太
宰
小
試

ｌ
豊
後
介

ｌ
姉
御
も
と
こ
れ
も
つ
く
し
に
あ
り
つ
き
て
の
ほ
ら
す

ｌ
揚
名
介
妻
夕
か
ほ
の
巻
に
み
ゆ

次
郎

三
郎
此
二
人
は
つ
く
し
に
め
ま
う
け
て
京
へ
」
調
ォ

も
の
ほ
ら
す

源
氏
あ
ひ
見
給
し
人
な
り
父
に
具
し
て

須
磨
の
巻
に
の
ほ
る
明
石
の
巻
乙
女
の
巻

に
も
源
氏
へ
を
と
つ
れ
た
て
ま
つ
り
き

ち
魁
う
せ
て
後
玉
か
つ
ら
の
君
を
具
し

て
の
ほ
る
六
条
院
へ
わ
た
り
給
し
時

そ
の
か
た
の
家
司
に
く
は
、
り
き

夕
か
ほ
の
上
の
め
の
と
の
お
と
こ

次
郎
ｌ
〔
前
〕
二
郎

乙
女
の
巻
Ｉ
〔
前
〕
ナ
シ

の
ほ
ら
す
Ｉ
〔
言
〕
大
夫
の
監
に
す
か
さ
れ
て
姫
君
の
事
た
は
か
ら

ん
と
せ
し
人
（
＊
小
書
）
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桐
壺
源
氏
自
誕
生
至
卜
二
歳
巻
末
有
送
年
之
意
巻
初
又
同

後
涼
殿
更
衣
桐
壺
更
衣
母

靱
負
命
婦
内
侍
の
す
け

右
大
弁
＊
‐
典
侍
＊
２

藤
壺
御
母
后
＊
３
大
蔵
卿
＊
４

系
図
之
外
人
柊
鋸
雑
詫
辨
姉
哩
個
加

ｒ
兵
部
君
も
と
は
あ
て
き
と
い
ひ
き
姫
君
に

く
し
て
の
ほ
り
ぬ

●
兵
部
大
輔
わ
か
む
と
を
り
と
い
へ
り

大
輔
命
婦
母
左
術
川
の
め
の
と

す
ゑ
つ
む
の
君
の
事
源
氏
に
申

き
か
せ
し
人
」
弧
ォ

源
氏
…
巻
初
又
同
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
／
至
ｌ
〔
前
〕
ナ
シ
／
又
’
〔
国
〕
文

母
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

内
侍
の
す
け
ｌ
〔
前
〕
内
侍
の
す
け
藤
つ
ほ
の
御
躯
叩
き
か
せ
し
人

典
侍
Ｉ
〔
九
〕
な
い
し
藤
つ
ほ
の
御
事
申
し
き
か
せ
し
人

＊
１
２
３
４
５
６
１
〔
前
〕
３
４
５
６
１
２
（
掲
出
順
）

系
図
之
外
人
…
料
簡
也
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

人
ｌ
〔
国
〕
人
か

わ
か
む
と
を
り
Ｉ
〔
前
〕
わ
か
ん
と
を
り

－122－



七十六常磐松文I|職「伝三条I)ﾘ実溌筆源氏物語系図』

空
蝉
十
六
才
竪
並
也

民
部
の
お
も
と
一
本
少
輔
の
お
も
と

箒
木
十
六
歳

左
馬
頭

左
馬
頭
妻

左
馬
頭
妻
木
枯
女

藤
式
部
妻

夕
顔
十
六
才
至
十
月
竪
並
也

大
試
乳
母

揚
名
介

↑
口
｝
虹
夕
顔
上
官
女

中
務
同
上

内
侍
＊
５

参
河
守

中
将
君
六
条
御
息
所
官
女

惟
光
朝
臣
父
の
乳
母

中
将
君
空
蝉
官
女

藤
式
部
丞

大
納
言

博
士
藤
式
部
饗
の
父

中
納
言
君
葵
上
官
女

命
婦
＊
６

十
六
歳
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

左
ｌ
〔
前
〕
右
（
左
）

左
ｌ
〔
前
〕
右
（
左
）

左
賜
頭
妻
Ｉ
〔
国
〕
左
馬
頭
妾
〔
前
〕
右
馬
頭
妻

藤
式
部
妻
ｌ
〔
前
〕
藤
式
部
丞
妻
〔
九
〕
藤
式
部
せ
う
の
つ
ま
／
君

ｌ
〔
前
〕
（
、
君
）

同
上
ｌ
〔
九
〕
あ
ふ
ひ
の
上
の
官
女

十
六
才
…
並
也
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
十
六
才
至
ｌ
月
竪
並
也
ィ
／

才
ｌ
〔
国
〕
歳

大
試
乳
母
ｌ
〔
九
〕
大
試
の
め
の
と
惟
光
女
〔
前
〕
大
試
乳
母
惟
光
母

十
六
才
竪
並
也
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

少
輔
ｌ
〔
九
〕
せ
う

‐_nL

Ilリ

十
六
歳
竪
並
也
ィ

－123



末
摘
花
十
七
十
八
才
春
事
横
竪
相
兼
ダ
ル
並
也

左
衛
門
乳
母
筑
前
守
さ
衛
門
乳
母
の
後
の
ぉ
と
こ

兵
部
大
輔
妻
大
輔
命
婦
か
ま
、
母
中
務
葵
上
官
女

末
摘
の
め
の
と
侍
従
末
つ
む
の
め
の
と
こ

斎
院
左
近
命
婦

若
紫
十
七
才
自
一
一
一
月
至
冬

少
納
言
乳
母

王
命
婦

た
い
ふ
紫
上
女
房

北
山
の
ひ
し
り
北
山
僧
都
峰
祉
皿
脚
栂
抽
坤
形
燭
せ

み
ゆ

明
石
上
母
繩
剛
醗
霊
唖
雑
唾
こ
の
よ
し
」
錫
ォ

紫
上
外
祖
母
按
察
大
納
言
後
家
＊
－
い
ぬ
き
＊
２

夕
顔
上
乳
母
少
試
妻
也

文
章
博
士

北
山
僧
都
の
弟
子

弁
藤
つ
ほ
の
め
の
と
こ

兵
部
卿
宮
北
方
紫
上
の
ま
息

蔵
人
少
将

十
七
才
…
至
冬
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
十
七
才
…
至
冬
ィ
／
才
ｌ

〔
国
〕
歳

お
ち
Ｉ
〔
前
〕
を
ち
／
下
に
ｌ
〔
書
〕
に

む
ま
こ
Ｉ
〔
九
〕
ま
こ
／
み
ゆ
ｌ
〔
国
〕
被
害

紫
上
外
祖
父
ｌ
〔
九
〕
む
ら
さ
き
の
上
母
か
た
の
お
う
ち
／
＊
１
２

１
〔
九
〕
２
１
（
掲
出
順
）
／
按
察
大
納
言
Ｉ
〔
国
〕
按
察
使
大
納
言

少
納
言
乳
母
Ｉ
〔
九
〕
少
な
（
。
こ
）
ん
の
め
の
と

め
の
と
こ
Ｉ
〔
国
〕
め
の
と
〔
前
九
〕
御
め
の
と

女
房
ｌ
〔
九
〕
女
房
ぜ
う
は
ハ
こ
れ
み
つ
と
み
る

十
七
…
並
也
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
十
七
…
並
也
ィ

乳
母
の
Ｉ
〔
国
〕
め
の
と
母
の

中
務
…
末
摘
の
め
の
と
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

末
つ
む
の
め
の
と
こ
’
〔
前
国
〕
末
つ
む
の
め
の
と

斎
院
Ｉ
〔
国
〕
斉
院

小
試
妻
也
Ｉ
〔
九
〕
小
試
の
つ
ま
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』

葵
二

十

三

↓・

イ

花
宴
別
人
な
し
十
九
才

紅
葉
賀
十
八
才
至
七
月
立
后
末
洲
有
経
月
日
之
心

参
議
左
衛
門
督
参
議
右
衛
門
督
恥
に
鋤
癩
率
賀

左
大
将
承
香
殿
女
御
凹
＃
儀

命
婦
王
命
婦
也
中
納
言
君
藤
壺
女
房

中
務
君
同
上
少
納
言
乳
母

犬
公
一
院

源
典
侍
修
理
大
夫

斎
院
末
つ
む
一
一
み
え
し
人

源
内
侍
の
す
け

宰
相
君
夕
霧
の
め
の
と

あ
て
き
葵
上
の
わ
ら
は

肥
後
采
女

二
十
才
事
両
巻
之
間
二
在
之
物
語
ノ
而
二
不
見
也

少
納
言
の
め
の
と

山
の
座
主

中
納
言
君

弁
少
納
言
の
め
の
と
の
女
＊
１
」
鋪
ォ

二
十
一
二
才
…
不
見
也
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
廿
二
才
廿
才
事
物
語

の
面
二
不
見
也
両
巻
之
間
二
在
之
ィ
／
在
之
ｌ
〔
国
〕
有
之

斎
院
ｌ
〔
国
〕
斉
院

同
上
ｌ
〔
九
〕
ふ
ち
つ
ほ
の
女
房

犬
公
ｌ
〔
前
九
〕
い
ぬ
き

源
典
侍
Ｉ
〔
前
〕
源
内
（
典
ィ
）
侍
の
す
け

十
九
才
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
十
九
才
ィ

十
八
才
…
之
心
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
十
八
才
…
之
心
ィ

日
の
楽
ｌ
〔
国
〕
日
の
奉
〔
前
〕
の
日
楽
〔
九
〕
か
く
の

母
儀
ｌ
〔
国
〕
母
議

＊
１
２
３
１
〔
前
書
国
九
〕
３
２
１
（
掲
出
順
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花
散
里
二
十
川
才
五
月

麗
景
殿
女
御
桐
壺
帝
女
御
花
散
里
姉
花
散
里
上
孝
諦
め
卿
渕
ぅ
と

賢
木
一
一
十
一
一
三
四
歳
至
六
Ⅱ

王
命
婦

少
納
言
乳
母

中
将
椛
斎
院
の
女
房

弁
藤
壺
の
女
房

式
部
春
宮
の
女
房

山
の
座
主

須
磨
二
十
五
六
才

花
散
里
上

宰
相
君
夕
霧
乳
母

中
将
君
＊
２

弁
弘
時
烏
の
川
答
あ
り

内
侍
の
か
み

紫
上
継
母

中
納
言
君
朧
月
夜
の
女
豚

中
宮
大
夫

藤
壺
の
御
母
き
さ
き

横
川
僧
都
藤
壺
御
母
か
た
の
お
ち

中
納
言
君
葵
上
女
房

紫
上
継
母

王
命
婦
＊
３

二
十
四
…
五
月
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
二
十
四
…
五
月
ィ

帝
ｌ
〔
前
〕
御
門
の
／
花
散
里
上
ｌ
〔
九
〕
花
ち
る
さ
と
〔
前
〕
花

ち
る
里
〔
国
〕
花
散
里

時
烏
ｌ
〔
前
〕
郭
公
〔
九
〕
ほ
と
、
き
す

斎
院
ｌ
〔
国
〕
斉
院

二
十
五
六
才
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
／
二
十
五
六
才
ｌ
〔
前
〕
二
十
五
才
六

才 中
将
君
ｌ
〔
前
九
〕
中
将
君
源
氏
官
女

お
ち
ｌ
〔
前
九
〕
を
ち

二
十
…
六
月
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
二
十
…
六
月
ィ
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常磐松文嘩戯「伝三条西実澄筆源氏物語系図」七十六

澪
標
二
十
上
八
才
」
諏
ォ

夕
霧
の
め
の
と
＊
’

中
務
〔
同
上
〕
＊
３

故
院
宣
旨
明
石
姫
君
の
め
の
と
の
母

摂
津
守
＊
７

斎
宮
内
侍
＊
９

明
石
一
一
土
ハ
七
才
至
秋

女
五
宮
嵯
峨
の
御
っ
た
へ
に
て
箏
の
上
手
な
り
し
人
と
い
へ
り

明
石
上
母
花
散
里
上

麗
景
殿
女
御

中
務
源
氏
官
女

王
命
婦

中
納
言
君
ぉ
ほ
ろ
月
夜
の
女

つ
れ
の
り
同
上

明
石
上
母

＊
尻

少
納
言
乳
母

中
将
同

北
山
僧
都

千
枝
此
比
の
絵
師
と
い
へ
ｈ

大
試
北
方

春
宮
の
御
め
の
と

中
将
源
氏
官
女
＊
２

花
散
里
上
＊
４

麗
景
殿
＊
６

斎
宮
女
別
当
＊
８

斎
宮
の
御
め
の
と
＊
叩

澪
標
ｌ
〔
九
〕
み
を
壷
〔
国
〕
縛
標
／
二
十
七
八
才
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

〔
前
〕
二
十
七
八
才
ィ

同
上
ｌ
〔
九
〕
上
二
お
な
し

の
母
Ｉ
〔
前
〕
（
の
母
ィ
）

摂
津
守
Ｉ
〔
九
〕
津
の
か
み
／
斎
宮
ｌ
〔
国
〕
斉
院

斎
宮
内
侍
Ｉ
〔
国
〕
斉
院
内
侍
／
斎
宮
の
Ｉ
〔
国
〕
斉
院
の
／
御
ｌ

〔
九
〕
ナ
シ

二
十
六
…
至
秋
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
二
十
六
…
至
秋
ィ

箏
の
上
手
ｌ
〔
九
〕
箏
上
す

同
上
Ｉ
〔
九
〕
ゑ
し

同

〔
前
〕
同
上
〔
九
〕
上
二
同
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関
屋
到
払
嶬
孔
九
月
横
並

＊
１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｌ
〔
言
〕
掲
載
順
を
訂
正
し
、
実
践
本
と
同
じ
に
す
る
．

蓬
生
碇
汁
唯
吟
末
味
識
索
罐
痒
屹
穏
キ
鰍

二
十
七
…
ナ
ル
ヘ
キ
歎
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
二
十
七
…
ナ
ル
ヘ
キ

獄
ィ

侍
従
＊
‐

斎
院
う
せ
給
へ
る
よ
し
み
え
た
り
＊
２

斎
院
ｌ
〔
国
〕
斉
院

大
試
妻
＊
３

大
散
む
す
め
と
も
あ
り
と
み
ゅ
＊
４

大
散
の
お
い
侍
従
に
か
た
ら
ふ
と
ぃ
へ
り
＊
５

お
い
Ｉ
〔
前
〕
を
ひ

末
摘
の
め
の
と
故
ま
、
と
い
へ
り
＊
６

花
散
里
＊
７
＊
１
２
３
４
５
６
７
８
１
〔
書
〕
掲
赦
順
を
訂
正
し
、
実
践
本
と
同
じ
に
す
る
．

少
将
縛
従
か
を
は
の
老
ひ
と
＊
８

絵
合
嬉
紺
睡
に
叩
為
一
卉
城
材
舞
獅
諦
輌
巻
之
Ⅲ
但
此
巻
斎
宮

中少平前
将将内斎
命命侍宮
婦婦の女

圃凰再叫
進
亜

の

方
人

修
理
宰
相
入
内
の
奉
行
せ
し
人

侍
従
内
侍
同
上

大
試
典
侍
弘
徽
殿
の
方
人

兵
衛
命
婦
同

三
十
八
才
…
横
並
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
廿
八
才
…
横
並
ィ
〔
国
耆
〕

廿
八
才
…
横
並

三
十
才
…
冬
歎
云
々
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
才
…
冬
歎
云
々

ィ
／
可
置
ｌ
〔
国
耆
〕
可
在
〔
前
〕
川
有
／
斎
宮
ｌ
〔
国
〕
斉
宮
／

冬
歎
云
々
ｌ
〔
国
〕
是
云
々

前
斎
宮
ｌ
〔
国
〕
前
斉
宮

同
上
ｌ
〔
前
〕
同
〔
九
〕
う
え
に
お
な
し

同
上
ｌ
〔
前
九
〕
同

同
上
Ｉ
〔
前
九
〕
同
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図』

橦
一
一
一
十
一
至
冬

松
風
一
一
千
才

花
散
里
上

中
務
親
王
あ
か
し
の
尼
の
祖
父

頭
中
将

蔵
人
弁
う
ち
よ
り
の
御
使

薄
雲
三
十
一
二
十
一
至
秋
」
錦
ォ

明
石
上
母
少
将
明
石
姫
君
の
女
房

花
散
里
中
将
源
氏
官
女

僧
都
玲
韓
鑑
識
暗
陣
準
碑
瀝
恥
せ
奉
し
人

王
命
婦
御
く
し
け
殿
に
う
つ
り
て
ま
い
れ
り

妾
？
ん
，
も
ち
絵
師

花
散
里

橦
斎
院
宣
旨

左
近
中
将
朱
雀
院
よ
り
の
御
使

明
石
上
母

民
部
大
輔

兵
衛
督

右
大
弁
一
本
左
大
弁

源
典
侍
報
飛
騨
鍼
唖
呂
の

奉
し
人
ｌ
〔
前
九
〕
し
人
〔
耆
国
〕
奉
り
し
人

王
命
婦
…
ま
い
れ
り
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

祖
父
ｌ
〔
前
〕
祖
母
（
父
）

絵
師
ｌ
〔
前
〕
画
師

樫
Ｉ
〔
九
前
〕
朝
顔
／
三
十
一
至
冬
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
一

至
冬
ィ

樫
ｌ
〔
九
〕
朝
か
ほ
の
／
弟
子
ｌ
〔
前
国
書
〕
御
弟
子

三
十
才
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
才

三
十
…
至
秋
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
…
至
秋
ィ
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玉
鬘
三
十
五

右
近

少
威
妻

花
散
里
卜

乙
女
一
一
Ｔ
二
一
一
一
四
才

橦
斎
院
宣
旨

左
中
弁
同
日
講
師

式
部
大
輔
同

雲
居
雁
母
鐸
斡
趣
継
壼
刎
詫
小
指
洲
た

雲
ゐ
の
か
り
の
乳
母
＊
２

花
散
里

小
侍
従
雲
井
の
か
り
の
め
の
と
こ
宰
相
君
夕
霧
の
め
の
と
＊
‐

大
夫
監

三
条
少
或
妻
か
下
女

藤
内
侍
母

紫
上
継
母

大左民
内大部
記弁卿
松入着夕
風学坐霧
ののせあ
左ロしさ
大ま人な
弁いつ
｜司りき
人し給
歎人日

妻
か
Ｉ
〔
前
九
〕
妻
の

花
散
里
上
Ｉ
〔
九
〕
花
ち
る
里

わ
か
ん
と
を
り
…
北
か
た
Ｉ
〔
九
〕
あ
せ
ち
の
大
納
言
の
ち
、
の
北

の
か
た
わ
か
ん
と
ほ
り
と
い
へ
り
／
わ
か
ん
と
を
り
ｌ
〔
国
〕
わ
か

む
と
ほ
り
／
按
察
Ｉ
〔
国
〕
按
察
使

め
の
と
こ
Ｉ
〔
前
〕
め
の
と
（
こ
ィ
）
〔
国
〕
め
の
と

夕
霧
の
め
の
と
ｌ
〔
前
〕
夕
霧
の
め
の
と
（
雲
ゐ
の
か
り
の
め
の
と
ィ
）

＊
１
２
１
〔
九
〕
２
１
（
掲
出
順
）

雲
ゐ
の
か
り
の
乳
母
ｌ
〔
前
〕
ナ
シ
／
藤
内
侍
母
Ｉ
〔
九
〕
藤
な
い

し三
十
五
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
五
ィ

三
十
二
三
四
才
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
二
三
四
才
ィ

橦
ｌ
〔
九
〕
朝
か
ほ
の
／
斎
院
ｌ
〔
国
〕
斉
院
／
日
ｌ
〔
九
〕
時

同
人
歎
ｌ
〔
九
〕
同
人
也
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

胡
蝶
三
十
六
自
三
月
至
夏

中
‐
官
里
元

み
る
こ
玉
か
つ
ら
の
わ
ら
は
」
和
子

初
音
一
一
一
十
六
正
４
推
也
此
巻
ノ
並
皆
竪
也
以
下
効
之

中
将
花
散
里

嬰
麦
同
六
月

近
江
君
母

妙
法
寺
別
当
大
徳

中
納
言
君
同

蛍
三

十
六

五

月

篝
火
同
初
秋

右
近

大
夫
監

一
個
》
江

右
近
大
夫

五
節
君

た
い
ふ
の
君
弘
徽
殿
の
女
房

初
音
Ｉ
〔
前
〕
初
子
／
三
十
六
…
効
之
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十

六
…
効
之
ィ
／
竪
並
ｌ
〔
国
〕
竪
横
（
並
）

窪
麦
ｌ
〔
九
〕
と
こ
な
っ
／
同
六
月
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
同
六
月
ィ

三
十
六
五
月
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
六
五
月
ィ

三
十
六
…
至
夏
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
六
…
至
夏
ィ

同
初
秋
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
同
初
秋
ィ
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真
木
柱
一
一
一
十
七
冬
ヨ
リ
至
三
十
八
秋

蘭
一
一
一
十
七
才
ノ
八
九
月

弁
玉
か
つ
ら
の
女
房

行
幸
同
十
二
月
ヨ
リ
一
一
一
十
七
ノ
ー
月
マ
テ

右
大
臣

野
分
同
秋

宰
相
君
秋
好
の
女
房

花
散
里

中
将
ひ
け
黒
の
北
方
の
女
房

中
納
言
＊
２

右
近
＊
４

奔
刈
玉
か
つ
ら
の
女
房

紫
上
継
母
＊
‐

宰
相
幽
吐
輌
弘
崎
醍
蠣
珪
軸
砿
め
＊

木
工
君
ひ
け
黒
の
女
一
房

蔵
人
左
衛
門
尉

内
侍
同

右
馬
助
夕
霧
の
家
人

三
十
七
・
・
・
秋
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
七
…
秋
ィ
／
至
三
十
八
秋

Ｉ
〔
国
〕
三
十
八
至
秋

木
工
君
Ｉ
〔
九
〕
む
く
の
君
／
ひ
け
黒
の
Ｉ
〔
前
〕
ひ
け
く
ろ
の
大

将
（
無
ィ
）
の

蘭
ｌ
〔
九
〕
ふ
ち
は
か
ま
／
三
十
七
…
九
月
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕

三
十
七
…
九
月
ィ

＊
１
２
１
〔
言
〕
１
２
（
補
入
）

＊
２
３
４
１
〔
国
〕
４
３
２
（
掲
示
順
）

同
…
マ
テ
ー
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
同
…
迄
ィ

右
馬
助
Ｉ
〔
九
〕
う
ま
の
す
け

同
秋
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
同
秋
ィ
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図」

若
菜
上
三
十
九
ヨ
リ
至
四
十
一

藤
裏
葉
三
十
九
自
三
月
至
十
月

中
務
宮

灌
仏
の
御
導
師

明
石
上
母

梅
之
枝
一
一
一
十
九
ノ
春

大
散
六
条
院
に
香
と
も
た
て
ま
つ
り
し
（
。
と
）
み
ゅ

花
散
里
内
侍
明
石
の
中
宮
の
御
く
し
あ
け
に
は
へ
る

た
い
ふ
の
め
の
と
繧
吋
池
や
鋤
妙
唖
皿
陛
人

宰
相
乳
母
七

右
少
将

左
大
将
》
碆
誰
群
城
肱
時

左
衛
門
督
緯
旺
何
せ
」
伽
ォ

中
務
宮
同
」

雲
井
雁
の
め
の
と

左
少
将

右
近
将
監

雲
井
雁
母

花
散
里

右
大
臣
轤
緊
鋤
耐
幽
や
事

御
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
／
雲
井
雁
母
ｌ
〔
国
〕
雲
井
雁

三
十
九
ノ
春
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

と
も
Ｉ
〔
前
〕
（
．
と
も
ィ
）
／
（
．
と
）
み
ゆ
Ｉ
〔
前
国
害
九
〕
と
み
ゆ

御
く
し
あ
け
に
は
へ
る
ｌ
〔
書
〕
御
く
し
け
に
ら
る
〔
前
〕
御
く
し

あ
け
に
ま
い
る
〔
国
〕
御
く
し
あ
け
に
ら
る

た
て
ま
つ
ら
ん
ｌ
〔
書
〕
た
て
ま
つ
ら
む
／
左
衛
門
督
…
中
務
宮
同

上
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

右
大
臣
Ｉ
〔
国
〕
右
大
弁

三
十
九
…
四
十
一
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
九
…
四
十
一
ィ

三
十
九
…
十
月
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
三
十
九
…
十
月
ィ
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同
下
四
十
一
三
月
ヨ
リ
至
四
十
七

紫
上
の
継
母
明
石
尼

中
務
君
源
氏
官
女
故
僧
都
北
山
の
僧
都
也
」
狐
ォ

花
散
里
一
条
御
息
所
落
葉
宮
の
母
儀

小
侍
従
女
三
宮
の
め
の
と
侍
従
乳
母
他
俸
潅
”
鼬
の
と

柏
木
大
納
言
の
乳
母
鋳
雄
や
錨
や
睡
唖
誼
“
し
緑
榊
霊
吟
雑
疵
後
い
く

右
大
臣

山
の
座
主

中
務
源
氏
官
女

女
三
宮
の
乳
母
左
中
弁
逵
鱈
の
め
の
と
の

藤
大
納
言
妹
華
誰
”
岬
程
し
ろ
み
の
そ
み
し
人

右
大
臣
中
宮
権
ロ
緊
麺
鍛
匙
排
恥
り

山
の
座
主
紫
上
継
母

中
納
言
君
朧
月
夜
の
女
房
和
泉
前
司
挿
紳
一
詫
叩
蔀
紗
う
と

中
納
言
乳
母
唾
上
喧
の

右
大
将
依
病
職
を
辞
す

頭
中
将
源
氏
御
賀
の
奉
行
花
散
里
上

明
石
上
母
春
宮
宣
旨
典
侍
一
宮
の
御
う
ふ
ゅ
に
ま
い
る

小
侍
従
挙
暹
龍
和
識
和
唾
時
う
せ
ぬ
る
よ
し
橋
姫
巻
に
み
ゆ

朱
雀
院
の
藤
壺
の
母
更
衣

中
将
同

落
葉
宮
ｌ
〔
国
〕
落
葉
君
／
母
儀
ｌ
〔
九
〕
母

め
の
と
ｌ
〔
前
〕
め
の
と
こ
／
侍
従
乳
母
ｌ
〔
前
〕
侍
従
（
・
乳
ｇ

な
く
成
ぬ
る
ｌ
〔
前
〕
（
．
な
く
）
成
ぬ
る
〔
国
〕
な
く
な
る

中
納
言
の
君
の
Ｉ
〔
国
〕
中
納
言
の

依
病
ｌ
〔
前
〕
病
に
よ
り
て
〔
九
〕
や
ま
ひ
に
よ
り
て

上
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ

一
宮
の
御
う
ふ
ゆ
に
Ｉ
〔
九
〕
一
条
ノ
宮
ノ
う
ふ
や
に

め
の
と
ｌ
〔
言
〕
ゐ
と
こ
〔
九
〕
め
の
と
也

五
六
才
Ｉ
〔
前
〕
五
六
歳

四
十
一
…
四
十
七
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
四
十
一
…
四
十
七
〃

御
う
し
ろ
み
Ｉ
〔
九
〕
御
こ
う
け
ん

右
大
臣
ｌ
〔
国
〕
右
大
弁
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常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』七十六

鈴
虫
五
十
才
竪
ノ
並

女
三
宮
の
め
の
と

左
衛
門
督

柏
木
四
十
八
自
春
至
秋

小
侍
従

か
し
は
木
の
め
の
と

一
条
御
息
所

夕
霧
五
十

一
条
御
息
所

横
笛
四
十
九
薫
二
才

一
条
御
息
所

夕
霧
の
わ
か
君
の
乳
母
」

斎
院
篭
韓
罰
垂
炬
細
の
御
契
に

按
察
君
域
峰
率
呼
‐

律
師

式
部
大
輔

故
式
部
卿
宮
岬
藤
鼠

か
つ
ら
き
山
の
行
者

中
宮
大
夫

少
将
君
浄
確
認
輻
鍼
や
鰍
も
う
と

源
中
将
按
察
君
に
か
た
ら
ふ
人
＊
２

め
い
ｌ
〔
九
〕
御
め
い
〔
前
〕
御
（
ィ
無
）
め
い

い
も
う
と
ｌ
〔
九
〕
い
も
う
と
也

四
十
九
…
才
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
四
十
九
…
才
ィ

是
桃
園
宮
歎
Ｉ
〔
九
〕
も
、
そ
の
か

女
房
ｌ
〔
前
〕
女
房
（
と
も
ィ
盤
〔
九
〕
官
女
の

按
察
君
に
ｌ
〔
国
〕
按
察
使
君
に

＊
１
２
１
〔
前
〕
２
１
（
掲
出
順
）

四
十
八
…
秋
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
四
十
八
…
秋
〃

五
十
…
並
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
五
十
…
並
ィ

め
の
と
ｌ
〔
前
〕
御
（
無
ィ
）
め
の
と

五
十
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
五
十
ィ
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匂
兵
部
卿
宮
鯏
払
嘩
子
リ
至
十
九
才
二
十
才
春
マ
テ
歎

此
巻
以
下
至
宇
治
宿
木
年
紀
錯
乱
事
別
抄
之

花
鳥
之
儀
有
異
違
不
可
用
之

幻
五
十
二
才

中
納
言
君

花
散
里

御
法
五
十
一
春
ヨ
リ
至
秋
冬
歎

花
散
里
上

左
近
一
条
上
の
女
房

仏
名
の
御
導
師

少
将
君
一
条
宮
の
女
房

大
夫
の
め
の
と

僧中
都将

謹言
せの

つ経42
け仏オ
たの

る事
と

あ
い

大
夫
詫
極
麺
壁
鋺
唯
り
か
ぅ
ふ
り

大
和
守
生
癖
調
娼
輌
極
蝿
お
い

兵
部
卿
宮
ｌ
〔
前
〕
匂
（
・
兵
部
卿
）
宮
〔
九
〕
に
ほ
ふ
み
や

薫
…
不
可
用
之
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
薫
…
不
可
用
之
イ

ニ
十
才
ｌ
〔
国
〕
二
十
歳
事
ｌ
〔
前
〕
斗
（
．
事
）
／
別
抄
之
ｌ
〔
前
〕

別
抄
也
／
有
異
違
ｌ
〔
前
〕
有
異
〔
国
〕
有
異
違
名

五
十
二
才
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
五
十
二
才
〃

五
十
一
…
冬
欺
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
五
十
一
…
冬
歎
〃

上
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ

お
ほ
せ
つ
け
た
る
Ｉ
〔
九
〕
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
た
る

〔
国
〕
お
は
せ
つ
け
た
る

せ
う
ｌ
〔
国
〕

お
い
ｌ
〔
前
〕

あ
に
Ｉ
〔
九
〕

せ
う
と

を
ひ
〔
九
〕
を
い

せ
う
と
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常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」七十六

総
角
癖
藍
壽
壼
総
一
弱
極
孵
ノ
蟇
マ
テ

椎
本
煎
二
十
二
ノ
春
ヨ
リ
ニ
十
三
ノ
夏
マ
テ

阿
闇
梨

橋
姫
癖
斗
仇
隣
舞
郷
即
拝
藷
剰
に
升
途
幟
壗
蝿

竹
河
薫
四
位
侍
従
末
中
納
言
横
ノ
並
也
但
末
ハ
竪
ニ
モ
ナ
ル
ヘ
キ
欺

た
い
ふ
の
君
な
れ
き

中
将
の
お
も
と

紅
梅
薫
中
紬
一
言
竪
ノ
並
也

按
察
大
納
言
の
故
北
方

宇
治
阿
閻
梨

か
し
は
木
の
め
の
と
弁
尼
か
母

小
侍
従
女
一
一
一
宮
の
女
房

左
近
将
監
か
ほ
る
の
文
の
使

薫
…
心
ア
リ
ー
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
薫
…
心
ア
リ
ィ
／
二
十
一
歳
Ｉ

〔
前
国
〕
二
十
一
才

竹
河
Ｉ
〔
国
〕
竹
川
／
薫
…
ヘ
キ
歎
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
／
末
ハ
ー
〔
前
〕

末
二

菫
…
並
也
Ｉ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
菫
…
並
也
ィ

按
察
Ｉ
〔
国
〕
按
察
使

薫
…
夏
マ
テ
ー
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
薫
…
夏
マ
テ
ィ

総
角
ｌ
〔
言
〕
角
総
／
菫
二
十
三
歳
…
不
用
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕

薫
二
十
三
才
…
不
用
之
ィ
／
二
十
三
歳
Ｉ
〔
前
国
〕
二
十
三
才
／
二

十
歳
ｌ
〔
前
〕
二
十
才

尼
か
母
Ｉ
〔
前
九
〕
尼
の
母
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東
屋
薫
二
十
五
歳
八
月
比
ヨ
リ
九
月
軍

寄
生
唾
汪
蒋
届
Ｗ
垂
對
輝
柵
塗
蒋
ノ
小
ヲ
モ
云
来
也

上
野
宮
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
給
と
あ
り
右
京
大
夫
匂
宮
の
侍
の
別
当

僧
都
按
察
君
薫
の
ぉ
も
ひ
人
」
蝿
ォ

阿
闇
梨
大
ゆ
ふ
の
君

少
将
中
宮
の
女
房
中
宮
大
夫

早
蕨
薫
二
十
四
才

阿
闇
梨

源
少
納
言

大
ゆ
ふ

右
近
た
い
ふ
か
む
す
め

平
重
経
中
宮
の
さ
ふ
ら
ひ

阿
闇
梨

讃
岐
守

浮
舟
君
の
め
の
と

少
将
中
君
の
女
房

中
宮
大
夫

た
い
ふ
の
君
中
の
君
の
女
房

中
宮
大
夫

大
ゆ
ふ
ｌ
〔
前
〕
た
ゆ
ふ
〔
九
〕
た
い
ふ

た
い
ふ
か
ｌ
〔
前
〕
た
ゆ
ふ
か

薫
…
九
月
マ
テ
ー
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
菫
．
：
九
月
マ
テ
ィ
／
二
十
五

歳
Ｉ
〔
国
〕
二
十
五
才
／
八
月
ｌ
〔
国
〕
八
月
の

無
イ

大
ゆ
ふ
Ｉ
〔
前
〕
た
ゆ
ふ
〔
書
〕
大
い
ふ
〔
国
九
〕
た
い
ふ

中
宮
の
女
房
ｌ
〔
九
前
〕
中
君
の
女
房

大
夫
Ｉ
〔
九
〕
だ
い
ぶ
あ
け
ま
き
の
と
同
人
か
〔
前
〕
大
夫
あ
け
ま
き
お
な
し
人
歎

寄
生
Ｉ
〔
九
〕
や
と
り
木
／
薫
…
云
来
也
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
薫

．
：
書
来
也
ィ
〔
書
〕
薫
：
・
出
来
也

薫
二
十
四
才
ｌ
〔
九
〕
ナ
シ
〔
前
〕
薫
二
十
四
才
ィ

た
い
ふ
ｌ
〔
前
〕
た
ゆ
ふ

中
宮
大
夫
Ｉ
〔
前
九
〕
中
宮
大
夫
に
ほ
ふ
宮
の
御
む
か
ひ
に
参
り
し
人
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」

蜻
蛉
環
匪
斗
諒
藏
リ
ー
砺
考
岬
峡
ノ
其
翌
日
事
也

浮
舟
薫
二
十
六
歳
正
Ⅱ
ヨ
リ
三
月
末
マ
テ
也

右
近
浮
舟
の
女
房
浮
舟
の
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図』
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七十六常斡松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図』
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常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図」七十六
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七十六常磐松文庫蔵『仏三条四実澄筆源氏物語系図」
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図』
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図」
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七十六常磐松文嘩蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図」
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七十六常磐松文庫蔵『伝三条西実澄筆源氏物語系図」
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七十六常磐松文庫蔵「伝三条西実澄筆源氏物語系図」
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ザ
闘
姻
一
》
》
》

錫
脆
冷
皐

｜
毛
仕
ｂ

、
、
Ｊ
Ｌ
１
ｊ
し
；
”
〃
ｒ
と
ソ
覆
い

虞
糾
噸
今
砺
Ｉ
妙
ち
岬
臆
牙
の
と

裟
弗
為
抱

必
瓢
〃
了
い
砂
峨
亀
／
小
垳
ｖ
い
つ
〃
〃
し

ｌ
ｌ
ｎ
恥
イ
‐
ノ
脈
ふ
い
母
搾
患
排

4
今
ｒ
て
り
〃
ね
ぬ

!

蔦
「

’
すノ

I

弘
才

・
糸
紛
・
泳
人
蕊
鰊
鏥
淑
角
擁
‐

・
洞
鯵
鍾
鱒
命
驚
シ
ィ
ニ
武
姿
爾
逗
年
～
金
糸
細
入
呵

嶮
瀧
嫁
更
換
、
姻
愛
更
承
畢

謬
陶
今
嶬
Ｉ
⑧
崎
？
〃

娠
案
鱗
珂
典
椅
〃

蘇
髪
駄
振
久
紡
卿
！

⑤
傭
今
蝿
１

塁
γ
窓
染
蔵

溢
珍
鯛

除
数
了
狸
、

を
塔
耶
裏
“
＆
兵
術
食

ヂ
麿
也
瀝
丞
永
駿
総
古
壌
蝿
？
土
隻

森
次
了
わ
ろ
㈱
庁
娘
纏
患
霧
娠
一
良

森
次
？
↓
ろ

挿
疹
物
心
ア
ー

、
一
堂
萢
幟
‐

心
瞬
認
霊
鄙
峰
か
測
り
１
．
一
吋
＃
伶
咽
の
わ
ｊ
ｆ

》
ヅ
ヅ
顔
勢
ま
議
種
臘
悩
塁
、
。

黒
献
孔
今
尽
硬
で

紗
為
か
‐
竿
ね
径
墜
侭
一
崎
典

源
璽
：
堂
典
椎
覚
級
芙
２
氷

７
熊
生
誕
楽
劇
茎
為
み
ず
や
‐

久
を
総
去

粂
潅
鯵
邉
宇
考
鈎
臥
↑
二
月
篭
”

齢
坐
減
、
１
１
１
卜
坐
輝
蕊
羅
撫
満
榧

帆
を
募
聡
鑑
深
、
〃
Ｉ

命
‐
緬
摩
径
笈
抵
禰
条

辛
い
念
今
八
雲
輪
雁
嘩
拳
』

謁
才
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順
嶮
康
十

燐
擬
葡
謬
細
や
Ⅲ
塗
振
議
何
爾
侭
！
‐
《

羅
鹸
瀝
織
河
埼
農
澱
溌
壗
慰
一
蕊
溌
‐

践
恐
維
耀
今
灘
奪
流
ふ
Ⅷ

少
如
稚
孔
母
小
出
煽
捻
縁
４

１
庵
１
郷
Ｉ
鱗
州
な
系
の
＃
、
ゞ

ふ
ソ
渉
旦
延
流
＃
曇
と
貴
史
〃
難
婦
令

念
蝋
挺
単
糸
別
種
１
掻
盟
振
農
舟
是

旋
硲
口
誕
今
総
鰕
亀
息
鰯
潅
嘩
蝿

擬
茄
鐙
畷
皐
Ａ
湾
吟
礎
蹴
愈
窃
噺
毯
曜
子

余
嫡
が
例
婦
崎
厚
焦
る
綴
り
こ

ゞ
身
蝿
舟
を
今
縄

J
！,i

．．.＃

溌 蕊
」X歎鳶蟻
■J畜認
1

”
罐
霞
避
α
壽
〆
噌
争
ｊ
鴦
尚
・
蜂
抵
識
理
良

扉
廠
君
珂
史
《
為
筬
塊
打
、

、
．
・

癒
源
灌
凝
協
吋
。
ゐ
痴
雲
２
．

』
幕
綱
《
霧
〃
ノ
帯
の
貝
り
磯
椰
如
警
律

豹
ゾ
オ
ｊ
Ａ
ヤ
）
》
ケ
こ
ぶ
１
～
《
ル
イ
ー
妙
伽
進
ハ
グ
毎
の
茅

拓
才

イ
総
虐
ｌ
今
纒

・
鵬
鴇
哉
や
仇
一
員
賃
・
良
側

１
今
廻
穐
燭
の
Ｉ

一
鯏
鞁
關
螂
伽
鳶
搾
紘
薙
誇
＃
＃

１
罷
命
慰
金
驚
舟
亨
填
學
久

錦
織
繩
券
艮
錐
舟
壷
琴
露
婦
捗
き
り
拡

必
”
尽
乱
猿
川
砺
縫
諺
癒
誰

ゞ
旋
懲
胃
・
蔦
炎
空
脚

畢
》
》
》
酔
畔
神
州
い
“
瀝
秤
洗
銑
暢
窟
圭
酔
率
灘
州
！

胞
彪
戯
皇
メ

｝
霞
＄
星
爺
鍋
蟹
葎
帯
篁
協

嬢
灸
震
Ｊ
縁
象
婆
聖
健
斗

嚴
顔
臓
鯨
州
鉢
騨
乳
畢
㈱

坤
爽
帝
蝋
庚
砺
蝶
ザ
‐
ね
ｌ

も
『
側
》

ｌ
か
鯉
か
少
偏
搾

牢
湘
営
譲
，
汽
淵
Ⅲ
癩
縦
〃
ｑ
ね
改
紘
の
撫
似
蘓

鮒
へ
ソ
り
う
卿
よ
ｚ
誹
就
方

迩
戸
窪
み
證
推
〃
余
〆
腎
の
沁
恥

・
明
沈
認
亀
亥
鳥

争
墓
一
房
嘩
惑
溌
偽
つ
ノ
テ
セ
蛎
災
瞳
ｊ
あ
り
↓
令
苓
‐

％
鴫
涯
逵
母
泥
叢
胃
堅

》
旛
潅
態
ハ
ォ
／

’

37
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歳
象
震
箭
淵
》
《
礎
派
？
狸
命
悠
抽
渓

二
手
固
め
の
γ
〃
墓
が
沁
曜
灼
倦
ｆ
ゞ

グ
約
冷
緯
田
と
：
糸
款
此
婦
臘
淑
辱
幽
〈

や
あ
令
岬
側
産
倦
際
漉
側

趣
ザ
序
‐
イ
ワ
姶
紳
１
．
ち
状
ど
幹
ｊ
ね
蝋
潅
蝋
１
鯵

、
が
胤
蔀
／

識
宛
嬢
忽
”
忽
些
ゞ
榊
瞬
侭
生
李

字
鯵
匂
繩
１
勾
銚
麩
酷
？
惠
約
：

泌
呼
’
ぬ
準
密
晦
鯵
惣

烏
灸
ツ
１
７
雛
声
惠
府
一
孝
た
黍
丁

。
》
偽
者
緋
塗
農

弧
溌
婦
ｏ
Ｉ
竿
ね
嶋
紫

牢
拶
晒
と
沸
鍾
噌
些

駁
限
直
６
繩
蝶
羅
康
琢
倉

縮
嚴
苛
↑
家
泉
鈴
み
ゐ

う
ち
⑥
崎
象
吏
展
鰯
の
血

・
雰
淫
惨
蝉
ハ
メ
癖
矧
鰹
餌
嘩
順
一
虹

待
腫
・
命
雁
Ｉ
易
刺
卜

久
前
髪
系
煎
じ
＃
１
７
９

久
欽
の
急
惚
師
擁
求
柳
綴
り
↑
認

碇
溌
掛
蕊
鰯
…
“
喰
口
『

”
・
・
》
・
‐
・
‐
．
。
“
・
》
“
！
‐
、
：
，
．
“
…
、
．
，
＃
ゞ
↓
，
・
・
ｉ
Ｉ
ｉ
‐
１
１
１
１
１
１
１
‐
，
１
４
・
ｖ
ｌ
ｌ
Ｉ
く
．
、
ｉ
‐
Ｉ
上

￥
総
合
が
〆
ｉ
鮮
令
〃
診
士
煽
一
卑
次
や
心
蝉
啄
義
《
・
啄
質
』

￥
〃
令
弱
寸
弗
ハ
矛
え
；

謁
才

釦
ハ
了
二
悲
蝿
円

惠
臼
鎚

‐
｝
冨
彪
像
砲
今
郷
建
癖
諏
鐸
瞬
却
〒
￥
．
：

叩
鷺
．
Ｄ
、
う
酢
Ｌ
ｆ
２
せ
そ
・
凸
ｕ
１
７
ｒ
ｔ
＄
ず
Ｐ
３
署
写
写
辱
盗
孫
電
ｑ
導
矧
偶
．
’
。
。
‐
‐
‐
ｔ
‐

小
碕
虐
を
撫
納
§
傷
洞
夷
Ｉ
衝
蜀
鳥

畜
禽
斫
乃
乳
少
癒
抱
偽
斗
：

”
沈
倉
？
望
星
催
分

な
駿
莎
萩
〆

亨
と
久
久
腫
、
、

．
か
卦
燃
参
冬
、
脊
雰
鏥
勿
承
垂
も
恥
ふ

む
倉
？
主

狗
移
あ
ご
錨
云
曇
側
唯
常
乏
黛
〃
農
＃
と
芋
裁
、

字
ね
》
砂
鐙
哩
な

調
襟
鑛
六
。
ｉ
瞳
備
忽

年
霞
逢
：
海
を
、

銅
″
毎
ノ
フ
ラ
』
、
飯
剛
々
ｗ
ｍ
ｊ
ハ

旋確
マゴ一

驚
締埼惨
瀧警二
．’；I

、
擢
鱗
一
・
沙
そ

潅
稀
崎
瞳
ら

い
み
主
母
少
や
鋼
息
煮
の
＃

爽
宏
了
承
ね
驚
災

嬬
諺
裁
嬢
懲
鰯
州
唯
を
；
人

目
ｒ
ｌ
〃
〃
産
脹
了
ワ
ｈ
Ｊ
虻
ゾ
〃
”
７

嘩
,‐宅 惚
箔
蕊
鎮

饒
發
患
ｆ
令

鴎
母噸鐇
婆蕊

狛
才
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騒
護
域
込
？
府
卿

糞
叉
墜

“
禰
修
懇
，
閲

遮
腫
蕊
畢

炎
暇
鳥
淵
翼
幟

吟
冊
糸
柳
盆
曇
飛
側
』
・

怠
丈
卿
淵

涼
を
尤
璽
発
久

・
諺
か
鍬
絃

霞
海
霧
魚
の
舟
⑥
特
毎

詑
溢
暇
声
遇
聴
，
参
殿
鈴
諌
人
、
‐
混

宮
二
宮
ｋ
ｅ

↑
紗
命
弧
？
一
明
謬
↑
ザ
亨
毫
ｉ
二
Ｊ

‐
凸
串
・
‐
‐
Ｄ
ァ
げ
ぱ
ｈ
恥
凡

そ
；

ゞ
學
函
卿
、
鉾
奮
パ
ノ
〈
九
州
州
・

錘
癖
刑
宙
ノ
岬
ｊ
州
鰺
晩
好

壁
驫
永
瀬
蝋
牙
謬
－
ふ
い
く
杖

録
亨
７
の
ヶ
〃
途
“
豊
餐
＃
脅
苓
〃

序
拘
珍
；
嘉
貝
静
鉄
賓
羅
今
羊

守
勢
霞
淘
憲
森
灘
湾

溢
を・
鯵
§
葱
〃
鱒
鳥

嘉
瀦
脅
帆
；
Ｉ
た
て
↓
！
〃
３

泥
涜
緊
陶
俺
噌
蝿
肱
殿
ら

冷
笑
”
鰯
雌
悔
蝿
を
幟
、
嫁
系
靜
建
如
才

承
舜
ｌ
篭

ｆ
理
ワ
ハ
の
暑
声
蕊
畷
鐡
か

“
昌
岡
凹
面
い
，
‐
、
マ
キ
ｌ
一
こ
《
川
州
ラ
ー
ｊ
》
笹
や
砺
七

鎖
座
興
蝦
‐
ぬ
〃
た

噸
診
魚
驚
驚
凧
憶
繊
股
の
砺
囎

綴
寧
潔
勘

噸
拶
冨
方
路
ね
鍵
・

沸
泌
い
恢
典
節
”
Ｉ
》
露
緋
易
禰
李

嘩
協
圭
鈴
》
江
族
畷

か
み
Ｙ
恋
嬢
斜
γ
雫
壼
鍋
”
Ｍ
鑑
渇
恋
人

言
譲
搾
泓
拳
乃
締
為

声
ダ
臓

‘
》
簿
蓬
瀝
麓
熱
適
嬰
鏡
警
創
ｉ
ｉ
↑
秒
ｒ
ｊ
－

撚
潅
瞭
豚
燃
食
無
臭
濯

今
夛
農
〃
誕
等
を
吋
嫁
斑
崖
冨
漸
緑

蕊
守
纐
惚
鳶
翁
り
羅
溌
胃
聖

疹
柔
奪
胤
露
燕

主
我蝉
が
畷
鶴
常
駒
４

命
入
呼
１
さ
－
Ｖ
置
患
ｆ
労
里
や
４
ふ
ク
；
Ｉ
篠
督
緯
狩
り

鶴
蕊
灘
劉
胖
蘂

必
〆
言
乃
１
農
皇
健
舟

吸
盤
砺
蛎
顔
轄
晶
〆
ず
め
側
》
：

歳
痢
姻
震
蕊
宍
緋
汎
模
池
か
捗
擬
率
の
幻
司
”
坤
坪
準
小

平
織
冨
興
謡
子
書
』
痕
が
定
久
稻
樺
霞
嬰
！

如
才
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１
４
㎡
‐
煽
【
可
〃
し
り
５
１
ノ
ノ
Ｐ
創
判
『
‐
更
功

“
．
：
…
‐
、
、
。
‐
！
；
‐
！
・
恥
椅
・
・
、
．
‐
・

蕊
心
ふ
豫
虫
十
才
参
腱
ノ
生

母
一
事
や
の
う
塚
の
ｔ
杢
欧
？
今
森
栂

を
幟
汽
拶
。

、
。
勿
ノ
鋳
霧
車
丁

一
蒙
廊
息
満
徽
碑
判
”

少
や
２
－
余
震
の
舟
惠
父
亭
と
辱
了
，
ト
ワ
粥

争
、
Ａ
Ｉ
ウ
ー
ｒ
駒
γ
ｈ
ノ

参
八
縁
の
血
兎
葡
纒
騨
蕊
《

え
何
帳
し
く
｝
全
恥
と
の
？
〃
‐

灸
岬
砿
、
韻
．
｜
心
。
１
溌
欣
み
‐

．
‐
司
沁
雄
紋
唖
厘
些

釣
司
主
延
脚

鍬
歩
池
乞
壬
戸
、
餓
紗
約
手
侭

羅
倉
胃
藤
慰
碕
漏
驚
総
、
総
溌
層
嬬
絃
鵡
蕊
蛎
獄

鯏
痔
健
子
屋
§
り
ゆ
縫
泓
篭
昌
鵠
鮮

抽
惑
久
錨
畠
笏
難
蛾
蛎
納
蝿
砺
鮮
輌
羅
認
で
必
継
酌
葬
葬
罪
糾
鋤
浄
釦
膨
濯
齢
鯉
”
彫

重
頂
き
零
＄
～
？
の
職
綴
刷
て
ｊ
私
鵡
《
》
炉
？
侭
禰
異
亀
寿
印
Ｉ

穆
蛮
晨
萱
曇
影
”
撚
確
や
畷
罐
僻
貴
偉
鯵
熟
一
寸
蝋
値
唾
〃
是

《
励
憩
零
ハ
ｈ
脅
杖
移
諺
貧
銅
鼠
紙
６
‐

小
崎
辰
開
・
さ
告
嫉
覆
附
河
亭
量
協
導
細
鼠
皐
愈
末
臘
、
哩
砿
厩

叩
《
兼
爆
の
唯
ｖ
マ
昌
久
患
Ｘ
乃
震
“
鼻
“
ダ

斎
睡
眠
鳥
蕊
擁
灘
淋
“
津
‐
關
娠
１
：
’
１
蝉
〃
、
‐
！

纈
畠称

§

峨1通*
爵、春，

す、
九

』
笠‘，息．
二

杖

f"w，
2"fZ
；灘人’4語

骨の
、A､〃

卜1，、

泳
延
鍬
ア
尋
』
マ
扉
鯉
辮
樺
禦
操
と

哩
才

海
碓
惑
賎
鰔
認
悪
對
雌
繊
簿
ｌ

帽
帳
流
蜘
喋
㈱
雛
術
權
賞
ぞ
，
ふ

卵
礎
蘇
の
化
樋
学
履
為
僅
勲
綴

椛
才
畳
ｆ
一
〃
令
１
２
，
ｘ
嬢
言
需
↓

脇
働
ｗ
霞
遼
懸
を
７
闘
技
。
１
基
午
と
下
」
号
７

△
盈
咽
少
弗
７
“
能
ら
ヰ
〃
写
す
敵
１
１
冷
血
γ
Ｉ
．
・

称
向
原
了
展
鳥
人

稲
Ｌ
、

閏
イ
澆
雁
、
誰
サ
や
メ

泳
飼
熱
‘
た
然
哩
電
出
蘇

‐
を
評
聯
呼
忠
曇
討
砺
濁
鍬
啼
瀞
野
Ｉ
下
や
Ｉ
塵
蹄
之

主
呼
兵
蝿
礁
城
〆
を
愛
人
篭
駅
絢

傭
馳
捗
参
琴
察
を
”
父

弼
才
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灘

必
才

』
鍾
椰
繕
羅
γ
母
総
難
’
識
典
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